
平成12年度事務事業評価表 杉並区

ＦＩＬＥ Ｎo．１９ ※ファイルは全23 ファイル、評価表の見方はFILE No.1 にあります。
土木部Ⅱ ※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします

１／４

担当課 整理番号 事務事業名称

工事第１課 772 占用･使用許可、取締

774 雨水桝清掃

775 舗装新設等工事

776 排水設備工事助成

784 駅前広場噴水維持管理

788 買物道路整備

789 福祉のまちづくりモデル地区整備

790 雨水流出抑制対策（ふれあい道路の整備）

791 地区計画道路用地取得事業

797 橋梁維持補修

817 街路灯維持補修

818 街路灯新設

819 街路灯改修工事

820 街路灯器具光源改良

821 ポール建替工事

822 民有灯補修

823 電気料助成

824 器具改修

825 私道街路灯新設工事

826 私道街路灯改修工事

828 河川管理用通路維持補修

829 河床維持管理

834 排水場維持管理

835 親水プロムナード整備

次  頁 → 工事第２課

次々頁 → 公園緑地課 Top

最終頁 → 公園緑地課つづき



平成12年度事務事業評価表 杉並区

ＦＩＬＥ Ｎo．１９ ※ファイルは全23 ファイル、評価表の見方はFILE No.1 にあります。
土木部Ⅱ ※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします

２／４

担当課 整理番号 事務事業名称

工事第２課 754 土木公園事務所管理運営

777 雨水流出抑制対策（私道）

778 道路維持補修

779 雨水流出抑制対策（区道）

780 昇降機維持運営

781 道路等清掃

782 水のみち維持補修

783 街路樹の維持管理

785 路面改良

786 浸透桝設置工事

787 浸透地下埋管設置工事

798 橋梁新設改良

806 交通安全施設維持補修

807 道路反射鏡新設・改良

808 警戒標識等新設・改良

809 交差点照明灯新設・改良

810 フラッシュアイ新設・改良

811 地点名標識板新設・改良

812 白線整備

813 点字ブロック新設・改良

814 すべり止め塗装

815 防護柵の改良

816 立看板等

836 公共溝渠維持補修

次  頁 → 公園緑地課 Top

次々頁 → 公園緑地課つづき

前  頁 → 工事第１課



平成12年度事務事業評価表 杉並区

ＦＩＬＥ Ｎo．１９ ※ファイルは全23 ファイル、評価表の見方はFILE No.1 にあります。
土木部Ⅱ ※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします

３／４

担当課 整理番号 事務事業名称

公園緑地課 679 保護樹木補助

680 保護樹林補助

681 保護生け垣補助

682 保護樹木等損害保険

683 緑化指導

684 寄付樹木の仲介・移植

685 苗木育成委託

686 市民緑地の設置及び管理

687 公共施設植栽工事

688 苗木の配布

689 公共施設樹木管理

690 区営苗圃の維持管理

691 生け垣造成等補助

692 緑化副読本の作成

693 みどりの新聞の発行

694 環境月間行事等の開催

695 緑の募金

696 区立公園等の花壇管理

697 みどりの相談所

698 緑化推進モデル地区

699 緑道地区等樹木管理委託

700 みどりの育成協定

701 生け垣協定

702 危険ブロック塀の生け垣化

次  頁 → 公園緑地課つづき

前  頁 → 工事第２課

前々頁 → 工事第１課



平成12年度事務事業評価表 杉並区

ＦＩＬＥ Ｎo．１９ ※ファイルは全23 ファイル、評価表の見方はFILE No.1 にあります。
土木部Ⅱ ※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします

４／４

担当課 整理番号 事務事業名称

公園緑地課 704 沿道緑化モデル地区

706 緑の基本計画の公表

837 区立公園の維持管理

838 区立公園事務所の維持管理

839 杉並児童交通公園の維持運営

840 大田黒公園の維持運営

841 遊び場の維持管理

843 公衆便所の維持管理

842 松庵わかくさ公園の整備

844 阿佐ヶ谷駅南口公衆便所の改築

前  頁 → 公園緑地課 Top

前々頁 → 工事第２課

先頭頁 → 工事第１課



772

コード

コード

年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

千円

人 14.00 14.00 16.57 16.18

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261135土木部工事第一課監察指導係

占用・使用許可、取締 61000

河川法第９・７５・８９条。

杉並区公共溝渠管理条例。

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

道路、公園、河川、橋梁及び公共溝渠等の監察。
不法占用、不正使用物件の調査取締り。

活動指標名

不法占用、不正使用の取締り等。

成果指標名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
土木施設の適正な使用を促す。

警察署との合同による重点地域の不正使用取締り。

建築確認申請時に行う不法占用の是正(水路等）。

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

31,851 35,599

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

899

126,532

1,402 1,130 1,195

126,532

4

149,760 146,235

0

127,431

0

127,934

0

147,430

0

150,890

495

126,936

184

150,706

449

127,485

4

423

147,007

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号占用・使用許可、取締

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

自動販売機の不法占用や安全対策は概ね１００％是正をみた。
道路、公園、河川、橋梁及び公共溝渠等の不法占用、不正使用は依然後を絶たな
い。

区民から様々な苦情、要望が区に寄せられている。特に近年は近隣関係(樹木のは
み出し、不法投棄、騒音に至るまで）の苦情,要望が増加の傾向にある。

土木施設の不法占用や不正使用など年々増加の傾向にある。

対象

土木施設(道路、公園、河川、橋梁及び公共溝渠等)の利用者
及び近隣住民。

根拠法令等

道路法第１６・４２・４３・４６・７１条。

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



774

コード

コード

39 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

個

％

千円

人 0.64 0.64 0.63 0.63

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区私道の整備等に関する条例

事業開始年度

事業終期

整理番号雨水桝清掃

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

事業内容を年１回(年度当初）広報に掲載し、年間を通じて受付をしている。平成
10年度までの申請個数は､年間800個前後だったが11年度以降年々減少している。

個人での雨水桝清掃は､汚泥の処理など困難なものがあるので区が対応してほし
い.

各年度の実績数からは予測困難であるが、減少傾向にあると推定する。

対象

私道管理者及び沿道住民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

9

7,2436,756

11

8,405

14

7,244

5,694 5,694

0

7,244

0

8,405

0

7,243

0

6,756

特記事項

申請主義であり､目標値は定め
ない。

1,460

5,784

2,621 1,062 1,549

5,784

9

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

800485

100

800

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

775

100

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

私道を区道と同等の道路環境にする

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

私道の排水処理を良好にする 申請に対する処理率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

私道の雨水桝を清掃する

活動指標名

雨水桝の清掃個数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261131土木部工事第一課工務係

私道整備助成 61400

杉並区私道の整備等に関する条例施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



775

コード

コード

39 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

㎡ 106.4

％

千円

人 3.85 3.85 3.81 3.76

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区私道の整備等に関する条例

事業開始年度

事業終期

整理番号舗装新設等工事

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

舗装面積の総計は各年度それほど変化はない。内容は舗装新設から改修・補修へ
と推移している。

申請により実施するため住民の期待は大きい。

経年化する私道がある限り事業量はある。

対象

私道管理者及び沿道住民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

19

185,726262,030

19

242,605

19

285,595

34,435 33,983

0

285,595

0

242,605

0

185,726

0

262,030

特記事項

250,799

34,796

207,809 227,595 151,743

34,796

20

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

12,9209,60013,750

100

12,920

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

14,538

100

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

私道を区道と同等の道路環境にする。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

私道を区道と同等の水準に高める。 申請に対する処理率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

私道の舗装を行う

活動指標名

舗装面積(透水性舗装を除く）

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261131土木部工事第一課工務係

私道整備助成 61400

杉並区私道の整備等に関する条例施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



776

コード

コード

42 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

ｍ

％

千円

人 1.28 1.28 1.27 1.25

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261131土木部工事第一課工務係

私道整備助成 61400

杉並区私道の整備等に関する条例施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

助成金の交付

活動指標名

施工延長

成果指標名

私道を区道と同等の水準に高める。 申請に対する処理率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

私道を区道と同等の道路環境にする。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

192

100

1,050 292

100

670 1,050

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

申請主義であり､目標値は定め
ない。

17,332

11,569

40,278 17,685 25,620

11,569

151

11,478 11,298

0

28,901

0

51,847

0

36,918

0

29,163

28,901 29,163

49

51,847

100 55

36,918

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号排水設備工事助成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

申請件数は減少傾向にあったが、今年度は増加し動向は流動的である。

申請により、助成金の交付をするものであり､住民の期待は大きい。

経年化する私道がある限り事業量はある。

対象

私道排水設備の利用者

根拠法令等

杉並区私道の整備等に関する条例

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



784

コード

コード

47 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

回

％

％

千円

人 1.01 1.01 1.01 1.01

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261131土木部工事第一課工務係

街路樹等維持管理 62200

道路法第４２条､第８５条

駅前広場の清掃回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

定期的に噴水施設の点検・清掃

活動指標名

噴水施設の点検回数

成果指標名

駅前広場を区民の憩いの場とする。 点検実施率

清掃実施率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区民の憩いの場となっている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

12

48

100

100

12

48

100

100

12

48

100

100

6

48

100

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

施設管理であり目標値は定め
ない。11年度については流用
がある。

7,058

9,128

10,951 9,984 5,846

9,128

1,349

9,128 9,128

0

16,186

0

20,079

0

14,974

0

19,112

16,186 19,112

1,673

20,079

1,593 2,496

14,974

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号駅前広場噴水維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成11年度までは、噴水施設の点検を毎月実施していたが平成12年度より隔月と
する。

噴水施設のある駅前広場は少ないので、きれいで清潔な状態を保ってほしい。

ごみが無秩序に捨てられる、噴水施設が老朽化しているなど施設の維持管理につ
いて見直す必要がある。

対象

駅前広場噴水施設（阿佐谷駅南口､高円寺駅南・北口）の利
用者

根拠法令等

地方自治法第２８１条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

59 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

14 年度

ｍ

ｍ 82.1

％

％ 82.0

千円

人 0.32 0.32 1.50 3.69

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２８１条２項

事業開始年度

事業終期

整理番号買物道路整備

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

大規模店舗出店規制法の改正により、大規模店の出店が進んでいる。これによ
り、従来からの商店街は衰退してきている。

商店街のカラー舗装化の要望は多数寄せられている。

本事業は商店街の活性化にとって重要であるため、今後も引き続き要望が寄せら
れると思われる。

対象

買物道路（商店街）の利用者及び商店会

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

190

184,70872,166

210

78,766

220

16,529

13,557 33,350

0

16,529

0

78,766

0

184,708

0

72,166

特記事項

活動指標②　13年度整備予定
135ｍ　　14年度整備予定
461ｍ

13,637

2,892

75,874 58,609 151,358

2,892

180

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

8,738

100

970

8,142

100

93

328

7,172

100

82

375

7,219

100

83

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

92

6,844

100

78

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

都市美観を向上させ、商店街の振興に寄与する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

安全で快適に買物のできる空間を作り、商店街のイメージ
アップを図る。

買物道路整備対応率（要望に基づき調査施工）

買物道路整備達成率(累積整備延長÷目標値）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

老朽化した買物道路の改良工事、及びカラー舗装化費用の商
店会への補助。

活動指標名

買物道路整備延長

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261132土木部工事第一課土木施設維持係

ふれあい道路の整備 62500

道路法第１６条１項

杉並区商店街カラー舗装取扱要綱

買物道路累積整備延長

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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土木部工事第一課土木施設維持係 コード

コード

10 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

ｍ

％

千円

人 0.01 0.01 0.51

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261132

ふれあい道路の整備 62500

道路法第１６条１項

福祉のまちづくり区市町村モデル地区整備事業実施要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか） 成果指標名

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

舗装の全面改修等

活動指標名

道路整備延長

利用者が安全で快適に歩くことができるように、道路の段差
や凹凸を解消する。

モデル地区内整備達成率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者や障害を持つ人など、すべての人が住みやすいまちづくりを実現する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

100

100

106

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

418

90

23,179 19,825

90 4,609 0

0

508

0

23,269

0

0

0

24,434

207

301

9,912

14,522

233

11,584

11,685

231

0

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号福祉のまちづくりモデル地区整備

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

本事業は、東京都の指定を受けた阿佐ヶ谷駅周辺地区について、杉並区福祉のま
ちづくりモデル地区整備計画に基づくものであり、平成１１年度で事業が終了し
た。平成１０年度は道路測量、平成１１年度は整備工事を行った。

道路の段差を解消してほしい。

平成１１年度末で事業終了。

対象

モデル地区(阿佐ヶ谷駅周辺地区）内の整備対象道路の利用
者

根拠法令等

地方自治法第２８１条２項

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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土木部工事第一課土木施設維持係 コード

コード

3 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

14 年度

箇所

?／ｈ

千円

人 0.02 0.02 0.02 0.01

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261132

ふれあい道路の整備 62500

意図　（対象をどのような状態にしたいのか） 成果指標名

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

ふれあい道路の整備と合わせ、雨水を地下に浸透させる施設
である浸透桝・浸透地下埋管を設置する。

活動指標名

浸透桝設置箇所数

雨水を地下に浸透させることにより、河川への流入量を抑制
する。

雨水の地下への浸透量

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

水害に強いまちづくりと地下水の涵養に伴う自然環境の復活。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

6

4.2

5

3.5

5

3.5

2

1.4

9

6.3

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

浸透桝１箇所　0.7?／ｈ

731

181

944 771 378 1,701

181

152

181 90

0

912

0

1,125

0

468

0

952

912 952

225

1,125

190 234

468

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号雨水流出抑制対策（ふれあい道路の整備）

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

他の治水対策として神田川、環状七号線地下調節池や、和田弥生幹線地下道工事
などの整備も進んでいるが、まだ水害の発生する地域は多く、雨水の流出を抑制
することが必要である。

住民の意見を直接受けることは少ないが、河川改修も未だ完了せず、水害は依然
多発している状況にある。

水害が発生している地域はまだ多く、自然環境のためにも、今後も事業を拡充す
る必要はある。また、区の公共施設や区の面積の80％を占める民有地も含め、区
全域で雨水流出抑制対策に取り組んでいく必要がある。

対象

杉並区民及び区内３河川の下流域の住民

根拠法令等

杉並区雨水流出抑制推進要綱

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

58 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡ 72.8

㎡ 66.9

％ 72.8

％ 66.9

千円

人 1.40 1.40 1.40 2.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261131土木部工事第一課工務係

地区計画道路 63000

杉並区公有財産管理規則第８条第４項

宮前二丁目地区用地買収面積

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

防災上重要な道路やまちづくりに必要な道路で地区計画道路
となっている道路の用地取得。建物の建替等に伴って任意買
収していく。

活動指標名

蚕糸・気象研跡地用地買収面積

成果指標名

地区計画道路を拡幅・整備することによって防災上重要な道
路の確保とより良いまちづくりを行い、災害時の安全性の向
上とまちの利便性を高める。

蚕糸・気象研跡地地区計画道路用地取得率

宮前二丁目地区計画道路用地取得率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

災害時に蚕糸の森公園や馬橋公園などの避難地等への誘導路として有効となる。また、宮前地区ではまちの東西方向の道路
を整備することによって住民の利便性が向上する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

27

500

1

12

25

0

1

33

25

0

1

33

23

0

1

0

3,410

4,250

100

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

155,594

12,653

13,499 13,389 9,710

12,653

6,344

12,653 18,980

0

168,247

0

26,152

0

28,690

0

26,042

168,247 26,042

1,051

26,152

1,047 1,236

28,690

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号地区計画道路用地取得事業

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

事業開始以来、地域住民説明会等で地区計画道路は任意買収であることを地権者
に説明しており、現在もこの方針で建替えに合わせ積極的に用地買収を進めてき
ている。なお、取得率の高い道路は一部本格整備した。

用地買収が済み、本格整備できる所は防災上、住環境上から早く整備して通行で
きるようにしてもらいたい旨の要望が区議会及び住民から出ている。

順次、建替えに合わせ買収を積極的に進めていく。整備可能な道路については早
急に整備が望まれる。

対象

蚕糸・気象研跡地周辺地区及び宮前二丁目地区計画道路利用
者及び沿道住民。

根拠法令等

地方自治法第２条第３項（道路の設置、管理）

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

30 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

17 年度

㎡

橋

％

％

千円

人 0.13 0.13 0.57 0.26

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２８１条２項

事業開始年度

事業終期

整理番号橋梁維持補修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

橋梁は防災上重要な構造物であり、良好な維持管理により耐用年数を延ばすこと
が可能である。区内の橋梁のほとんどは架設後３０年以上経過しているため、維
持補修の必要度が増大している。特に、多くの橋梁は止水性(排水）が悪く、補修
優先度の高い24橋を選定し、平成１０年度に策定した整備計画に盛り込んだ。

橋梁の破損状態を把握することは外見からでは困難であり、住民からの要望は高
欄の色・錆等に限られている。

平成10年度に策定した橋梁整備(補修）計画に基づく維持保全を、計画通り達成す
ることが求められる。

対象

杉並区管理橋梁の利用者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

7

12,66527,383

14

24,057

16

6,737

5,152 2,350

0

6,737

0

24,057

0

12,665

0

27,383

特記事項

活動指標①10年度計画　906㎡

5,562

1,175

22,882 22,231 10,315 62,316

1,175

8

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

24

100

1,693

0

100

0

1,694

0

100

0

1,693

0

100

0

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

819

0

90

0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

橋梁の耐用年数が増し、安全な道路交通が確保される。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

適切な維持保全を行い、橋梁利用者の安全を確保する。 塗装実施率（実績÷計画）

補修橋梁整備率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

橋梁金属部の塗装。定期点検調査による各部材の計画的な維
持補修。

活動指標名

塗装実施面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261132土木部工事第一課土木施設維持係

橋梁維持補修 63400

道路法第４２条１項

補修橋梁数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



817

コード

コード

33 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

灯

％

千円

人 5.92 7.17 6.85 6.98

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

街路灯維持補修 64400

杉並区街路灯設置基準

道路法第４２条

街路灯修理件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

既設街路灯のﾎﾟｰﾙ等塗装・ランプ取替・故障修理・破損修理
および電気料等の支払いを行う。

活動指標名

街路灯管理数

成果指標名

街路灯の適正な維持管理を行い、安全性を維持する。 街路灯稼働率=（街路灯管理灯数×365（日）－（街路灯
修理件数×修理日数））／街路灯管理灯数×365（日）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

街路灯の機能と構造を維持し、夜間の防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

24,432

1,862

100

24,487

3,428

100

24,502

1,362

100

24,542

3,428

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

209,657

53,505

245,169 229,366 214,897

64,802

11

61,910 63,085

0

263,162

0

309,971

0

277,982

0

291,276

263,162 291,276

13

309,971

12 11

277,982

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号街路灯維持補修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

街路灯は機能と構造の維持が常に求められており、その対応には”迅速さ”が望
まれている。

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請により、街路灯の整備は一
定の水準に達しつつある。器具改修・ポール建替・改修事業と組み合わせれば、
今後施設の維持補修量が急増する可能性は少ない。

対象

すべての区道利用者

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



818

コード

コード

33 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 0.24 0.26 0.21 0.13

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

街路灯新設・改修 64600

杉並区街路灯設置基準

道路法第４２条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

街路灯を新設する。

活動指標名

街路灯新設数

成果指標名

街路灯を新設し、安全性を向上する。 街路灯整備率=街路灯管理数／（区道延長×有効率／
30）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

街路灯を新設し、夜間の防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

52

97

50

97

49

98

28

98

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

7,228

2,169

7,512 6,808 4,221

2,350

181

1,898 1,175

0

9,397

0

9,862

0

5,396

0

8,706

9,397 8,706

197

9,862

178 193

5,396

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号街路灯新設

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

街路灯は防犯上の理由などから依然強い設置要望がある。

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請により、街路灯の整備は一
定の水準に達しつつあり、今後施設が急増する可能性は少ない。

対象

すべての区道利用者

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



819

コード

コード

33 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 0.24 0.25 0.22 0.24

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

街路灯新設・改修 64600

杉並区街路灯設置基準

道路法第４２条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

老朽化した街路灯を改修する。

活動指標名

街路灯改修数

成果指標名

街路灯を改修し、安全性を向上する。 街路灯改修率=街路灯改修数／街路灯改修計画数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

街路灯の機能・構造を保全し、防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

43

108

40

100

39

98

40

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

7,354

2,169

7,363 7,254 7,363

2,260

221

1,988 2,169

0

9,523

0

9,623

0

9,532

0

9,242

9,523 9,242

241

9,623

237 238

9,532

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号街路灯改修工事

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

街路灯は機能と構造の保全が常に求められており、その対応には”迅速さ”が望
まれている。

街路灯の整備は一定の水準に達しつつある。しかし、ほとんどの街路灯は設置後
３０年以上経過しており、特に構造の安全性が低下している。今後、構造の更新
を重点的に行い安全性を維持する必要が生じる。

対象

すべての区道利用者

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



820

コード

コード

33 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 5.18 4.69 3.97 2.82

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

街路灯新設・改良 64600

杉並区街路灯設置基準

道路法第４２条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

老朽化した街路灯の灯具を新しい灯具（器具改修）やより明
るい灯具に改良（光源改良）する。

活動指標名

街路灯器具光源改良数

成果指標名

器具改修や光源改良により、安全性を向上する。 街路灯器具光源改良率=街路灯器具光源改良数／街路灯
器具光源改良計画数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

街路灯の機能を保全、向上し、夜間の防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,769

96

1,689

100

1,635

97

1,583

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

166,392

46,817

140,300 133,142 86,824

42,388

121

35,881 25,487

0

213,209

0

182,688

0

112,311

0

169,023

213,209 169,023

108

182,688

103 71

112,311

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号街路灯器具光源改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

街路灯は防犯上の理由などから依然強い改良要望がある。

街路灯の整備は一定の水準に達しつつある。今後、灯具の更新を定期的、重点的
に行い安全性を維持する必要が生じる。

対象

すべての区道利用者

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



821

コード

コード

33 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 0.42 0.44 0.37 0.44

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

街路灯新設・改修 64600

杉並区街路灯設置基準

道路法第４２条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

老朽化した街路灯の灯柱を改修する。

活動指標名

街路灯ポール建替数

成果指標名

灯柱を改修し、安全性を向上する。 街路灯ポール建替率=街路灯ポール建替数／街路灯ポー
ル建替計画数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

街路灯の施設の構造を保全し、夜間の防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

77

81

95

100

78

82

95

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

13,143

3,796

13,462 12,832 13,462

3,977

220

3,344 3,977

0

16,939

0

17,439

0

17,439

0

16,176

16,939 16,176

184

17,439

207 184

17,439

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号ポール建替工事

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

街路灯は構造の保全が常に求められており、その対応には”迅速さ”が望まれて
いる。

街路灯の整備は一定の水準に達しつつある。しかし、ほとんどの街路灯は設置後
３０年以上経過しており、特に構造の安全性が低下している。今後、構造の更新
を重点的に行い安全性を維持する必要が生じる。

対象

すべての区道利用者

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



822

コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

灯

％

千円

人 1.76 1.34 1.00 0.95

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

民有灯助成（維持補修） 64800

地方自治法232条の2

杉並区民有灯の整備に関する条例及び施行規則

私道街路灯修理件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

既設私道街路灯のﾎﾟｰﾙ等塗装・ランプ取替･故障修理及び破
損修理を行う。

活動指標名

私道街路灯管理数

成果指標名

私道街路灯の適正な維持管理を行い、安全性を維持する。 私道街路灯稼働率=（私道街路灯管理数×365（日）－
(私道街路灯修理件数×修理日数)）／私道街路灯管理灯
数×365（日）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

私道街路灯の機能と構造を維持し、防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

8,279

544

100

8,314

1,210

100

8,237

533

100

8,319

1,210

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

34,775

15,907

34,012 33,622 29,560

12,111

6

9,038 8,586

0

50,682

0

46,123

0

38,146

0

42,660

50,682 42,660

6

46,123

5 5

38,146

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号民有灯補修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

私道街路灯は機能と構造の維持が常に求められており、その対応には”迅速さ”
が望まれている。

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請により、私道街路灯の整備
は一定の水準に達しつつある。器具改修・ポール建替・改修事業と組み合わせれ
ば、今後施設の維持補修量が急増する可能性は少ない。

対象

すべての道路利用者

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



823

コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 0.78 0.88 0.70 0.92

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

整理番号電気料助成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

私道街路灯の電気料支払い事務事業であり、特に住民の要望はない。

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請により、私道街路灯の整備
は一定の水準に達しつつあり、今後施設の維持補修量が急増する可能性は少な
い。

対象

私道街路灯所有町会等の団体・すべての道路利用者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

4

36,30529,992

4

35,918

3

32,236

6,327 8,315

0

32,236

0

35,918

0

36,305

0

29,992

特記事項

25,186

7,050

27,965 23,665 27,990

7,953

4

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

8,816

100

8,579

100

8,808

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

8,598

100

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

私道街路灯の機能を維持し、防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

私道街路灯の適正な維持管理を行い、安全性を維持する。 電気料助成率=電気料助成数／電気料助成申請数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

申請に基づき私道街路灯電気料の支払いなどを行う。

活動指標名

電気料助成数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

民有灯助成（維持補修） 64800

地方自治法232条の2

杉並区民有灯の整備等に関する条例及び施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



824

コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 0.08 0.07 0.07 0.17

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

整理番号器具改修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

私道街路灯は機能と構造の維持が常に求められており、その対応には”迅速さ”
が望まれている。

私道街路灯の整備は一定の水準に達しつつある。今後、器具の更新を定期的、重
点的に行い安全性を維持する必要が生じる。

対象

すべての道路利用者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

70

6,6882,646

69

2,845

76

2,546

633 1,536

0

2,546

0

2,845

0

6,688

0

2,646

特記事項

1,823

723

2,212 2,013 5,152

633

80

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

95

100

35

85

41

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

32

89

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

私道街路灯の機能を保全し、夜間の防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

器具改修により、安全性を向上する。 私道街路灯器具改修率=私道街路灯器具改修数／私道街
路灯器具改修計画数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

申請に基づき私道街路灯灯具を新しい灯具に改修する。

活動指標名

私道街路灯器具改修数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

民有灯助成（建設補助） 65000

地方自治法232条の2

杉並区民有灯の整備に関する条例及び施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



825

コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 0.13 0.13 0.07 0.06

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

整理番号私道街路灯新設工事

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請により、施設整備が進展し
ている。

私道街路灯は防犯上の理由などから依然強い設置要望がある。

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請により、私道街路灯の整備
が進展している。

対象

すべての道路利用者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

94

2,4402,836

105

4,191

83

3,515

633 542

0

3,515

0

4,191

0

2,440

0

2,836

特記事項

2,340

1,175

3,016 2,203 1,898

1,175

113

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

26

100

34

85

40

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

31

78

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

私道街路灯を新設し、夜間の防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

私道街路灯を新設し、安全性を向上する。 私道街路灯整備率=私道街路灯新設数／私道街路灯新設
計画数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

申請に基づき私道街路灯を新設する。

活動指標名

私道街路灯新設数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

民有灯助成（建設補助） 65000

地方自治法232条の2

杉並区民有灯の整備に関する条例及び施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



826

コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 0.10 0.11 0.07 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261134土木部工事第一課交通安全係

民有灯助成（建設補助） 65000

地方自治法232条の2

杉並区民有灯の整備に関する条例及び施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

申請に基づき老朽化した私道街路灯の改修を行う。

活動指標名

私道街路灯改修数

成果指標名

私道街路灯を改修し、安全性を向上する。 私道街路灯改修率=私道街路灯改修数／私道街路灯改修
計画数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能・構造を保全し、防犯、道路交通の安全を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

29

145

20

100

20

100

20

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,780

904

2,834 2,726 2,834

994

127

633 904

0

3,684

0

3,828

0

3,738

0

3,359

3,684 3,359

191

3,828

168 187

3,738

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号私道街路灯改修工事

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

都市化に伴い防犯と道路交通の安全対策に関する要請が増大しており、施設整備
が進展している。

私道街路灯は機能と構造の維持が常に求められており、その対応には”迅速さ”
が望まれている。

私道街路灯の整備は一定の水準に達しつつある。しかし、ほとんどの街路灯は設
置後３０年以上経過しており、特に構造の安全性が低下している。今後、構造の
更新を重点的に行い安全性を維持する必要が生じる。

対象

すべての道路利用者

根拠法令等

地方自治法第2条第3項第8号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



828

コード

コード

40 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡ 100.0

％ 100.0

千円 133.1

人 1.30 1.30 1.29 0.96

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

東京都区長委任条項第１１条３項

事業開始年度

事業終期

整理番号河川管理用通路維持補修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

環境に対する関心が高まり、安全で快適な河川を維持することが一層大切になっ
てきている。現在、河川環境整備の未整備区間において舗装等の老朽化が目立ち
始めており、維持管理は重要な課題となっている。

清掃、除草、剪定などの要望が多い。

平成12年度から特別区における東京都の事務処理の特例に関する条例が根拠とさ
れ、都と区の役割分担がより整理された。今後も区民の環境に対する意識の高ま
りを考慮しつつ、良好な維持管理が必要である。

対象

河川管理用通路（神田川・善福寺川・妙正寺川）の利用者及
び川沿いの住民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0

45,32160,433

0

52,776

1

67,097

11,659 8,676

0

67,097

0

52,776

0

45,321

0

60,433

特記事項

55,348

11,749

41,027 48,774 36,645 36,645

11,749

1

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

117,500

100

117,500

100

117,500

100

117,500

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

117,500

100

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

安全で快適な河川環境の保全が図れる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

安全かつ快適に通行するために環境の維持及び補修を行う。 維持補修対応率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

管理用通路の清掃、除草、舗装、転落防止柵の維持補修など
を行う。

活動指標名

河川管理用通路面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261132土木部工事第一課土木施設維持係

河川維持管理 65400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



829

コード

コード

40 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡ 100.0

％ 100.0

千円 111.1

人 2.03 2.03 2.21 1.97

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261132土木部工事第一課土木施設維持係

河川維持管理 65400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

清掃、水草除去、水質浄化、法面の除草などを行う。

活動指標名

河床維持管理面積

成果指標名

河川機能（流下能力）の保全や河川の環境を良好に保ち、安
全で快適な暮らしを提供する。

維持管理対応率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

河川環境が良好に維持され、水害の防止が図れる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

111,900

100

111,900

100

111,900

100

111,900

100

111,900

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

86,623

18,347

91,572 83,152 74,859 74,859

18,347

1

19,974 17,805

0

104,970

0

109,919

0

92,664

0

103,126

104,970 103,126

1

109,919

1 1

92,664

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号河床維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

近年、河川は親水空間として見直され、安全で快適な河川を維持することは魅力
あるまちづくりに欠かせなくなってきている。水質の向上も年々進んでおり、水
質浄化施設については、効果の検証を行い、業務を中止した。

除草、水草除去の要望が多い。

平成12年度から特別区における東京都の事務処理の特例に関する条例が根拠とさ
れ、都と区の役割分担がより整理された。今後も区民の環境に対する意識の高ま
りを考慮しつつ、良好な維持管理が必要である。

対象

河川（神田川・善福寺川・妙正寺川）沿いの住民及び下流域
の住民

根拠法令等

東京都区長委任条項第１１条３項

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



834

コード

コード

41 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

％

千円

人 0.50 0.50 0.50 0.48

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261131土木部工事第一課工務係

排水場維持管理 66200

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

ＪＲ線高架下の区道を常に通行できるように雨水を排水す
る。

活動指標名

排水施設の保守点検回数

成果指標名

地域住民の交通の便に寄与する。 点検実施率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

12

100

12

100

12

100

6

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

施設管理であり、目標値は定
めない。11年度については流
用がある。

2,454

4,519

1,110 1,203 687

4,519

581

4,519 4,338

0

6,973

0

5,629

0

5,025

0

5,722

6,973 5,722

469

5,629

477 838

5,025

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号排水場維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成11年度までは排水施設の点検を毎月実施していたが平成12年度より隔月とす
る。

別になし。

施設の老朽化が見られ､数年以内に大規模な改修が必要。

対象

阿佐谷排水場(阿佐谷南3-49　2台）
上荻排水場(上荻1-2　1台）

根拠法令等

地方自治法第２８１条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



835

土木部工事第一課土木施設維持係 コード

コード

61 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

ｍ

㎡ 66.2

％

％ 66.0

千円

人 0.22 0.22 0.63 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

東京都区長委任条項第１１条３項

事業開始年度

事業終期

整理番号親水プロムナード整備

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

住民の価値観が多様化し、通路のカラー舗装化など質の向上が求められている。
しかし、ここ数年財政が逼迫しているため、平成８年度から河川環境整備費は計
上されていない。１０年度・１１年度は老朽化した転落防止柵の改修工事を行っ
た。

舗装が凹凸で歩きにくい。水が溜まる等の苦情がある。

本事業は区民にやすらぎと潤いを与え、ゆとりある環境を支える源として重要で
ある。しかし、厳しい財政状況は今後も続くと予測され、河川環境整備未整備区
間の本格的整備については未定である。

対象

河川管理用通路利用者及び隣接住民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

030,369

31

26,998

40

11,337

5,694 0

0

11,337

0

26,998

0

0

0

30,369

特記事項

活動指標①　10年度計画　320
ｍ

9,349

1,988

25,010 24,675 0

1,988

36

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

141,200

100

0

93,432

0

66

761

93,432

87

66

870

93,432

100

66

318

93,432

99

66

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

安全な歩行空間が確保され、区民にやすらぎと潤いを与えることができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

利用者の安全を図るとともに、やすらぎのある空間を提供す
る。

転落防止柵改修率(実績÷計画）

河川環境整備達成率（累積整備面積÷目標値）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

河川管理用通路を中心とした歩行空間を、親水性に配慮した
ゆとりのある散策路として整備する。(河川環境整備）

活動指標名

転落防止柵改修延長

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261132

親水プロムナード整備 66400

地方自治法第２８１条

地方自治法第２条３項

河川環境累積整備面積

意図　（対象をどのような状態にしたいのか） 成果指標名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



754

コード

コード

32 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡ 100.0

％

％

千円

人 7.75 5.75 5.35 5.29

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第281条

事業開始年度

事業終期

整理番号土木公園事務所管理運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

道路・河川・公園等の効率的な維持管理を目的に土木事務所と公園事務所を統
合。また、工事課から工事第一課・第二課に組織改正され、区内を二分して各地
域を管轄し、地域内の土木公園事務所等の維持管理も担当。

施設の老朽化は年々進み、防災を含めた安全性の確保が重要である。日常点検を
徹底して大規模修繕の予防に努めるが、修繕費用は上昇すると思われる。

0.3

対象

土木公園事務所・工事第一課・二課職員、材料置場等関連施
設利用者、施設管理人

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.2

25

219

86,287

145

88,085

0.2

27

219

94,066

26

195208

651

105,766

0.2

48,353 47,811

0

106,625

0

94,285

0

86,506

0

88,425

特記事項

36,580

70,045

42,316 40,072 38,695

51,969

31

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

3,4483,448

96

70

3,448

96

0

3,448

96

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3,448

96

0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

施設の機能・性能を常に良好な状態にし、安全で能率的な環
境を確保する。

不具合発見割合

不具合処理率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

日常的業務、定期的業務並びに修繕を計画する。それに基づ
いて適切な保全・維持管理を行う。

活動指標名

保全・維持管理面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261231土木部工事第二課工務係

土木公園事務所管理運営 59000

杉並区土木公園事務所処務規程

杉並区区立施設管理人及び管理人使用要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



777

コード

コード

2 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

㎡ 32.1

㎡ 98.1

／ｈ 32.1

／ｈ 98.1

千円

人 0.64 0.64 0.63 0.63

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

事業終期

透水性洗浄面積

雨水の地下への浸透量（洗浄による量）

59

114 37 60 114

45 44

整理番号雨水流出抑制対策（私道）

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

対象

水害のおそれのある河川流域の住民。

根拠法令等

杉並区私道の整備に関する条例

事業開始年度

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

当初、わずかであった透水性舗装の道路も、年々増加してきている。近年、都市
型水害は河川流域だけでなく、区内の低地部にも被害をもたらしている。

雨水を地中に戻すことによる、水害防止や地下水保護の意義を理解して、協力的
である。

区内の雨水の不浸透面積は、今後も拡大されていくと思われる。

16

32,41823,716

15

55,885

19

19,236

5,694 5,694

0

19,236

0

55,885

0

32,418

0

23,716

特記事項

透水性舗装については、申請
主義で行っているため、計画
数量に満たないこともある。

13,452

5,784

50,101 18,022 26,724

5,784

24

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

3,800

1,500

45

2,000

1,500

45

806

1,980

24

1,219

1,471

3,800

1,500指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

災害に強いまちづくりと地下水の涵養に伴う自然環境の保護。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

雨水の浸透量を増やし、下水道への雨水流入量を減らすこと
で、台風や集中豪雨時の水害を防止する。

雨水の地下への浸透量（施工による量）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

活動指標名

透水性舗装施工面積

成果指標名

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261231土木部工事第二課　工務係

私道整備助成 61400

杉並区私道の整備に関する条例施行規則

杉並区雨水流出抑制対策推進要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

交通量の少ない私道の舗装を透水性にすること。また、透水
性舗装後、数年が経過し、透水能力の落ちた舗装に対して、
洗浄を行い透水能力の回復を図る。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



778

コード

コード

28 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

㎡ 77.5

％ 95.0

千円

人 14.11 1.00 14.11 1.00 13.62 1.00 13.47 1.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261231土木部工事第二課　工務係

道路維持補修 61600

道路法　第16条1項

道路法　第42条1項

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区道（認定外道路を含む）の点検調査や住民の要望により、
道路の維持補修を行い、適正な管理を図る。

活動指標名

補修面積

成果指標名

利用者にとって安全で快適な道路環境を維持する。 要望処理率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

安全で快適なみちづくり、道路の体系的な整備を行っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

28,856

97

33,250

100

25,782

95

33,250

100

33,250

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

461,310

127,526

460,666 458,122 459,407

127,526

21

123,098 121,742

3,116

591,952

3,116

591,308

3,116

584,265

3,116

584,336

591,952 584,336

18

591,308

23 18

584,265

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号道路維持補修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

住宅数の増加と交通量の増加により、道路の損傷に対する住民の要望が増えてき
ている。

要望に対する迅速な処理が期待されている。

区道延長の増加、また住宅数、交通量の増加により、ますます道路の維持管理・
補修の必要性が増してくると思われる。

対象

区道を利用する歩行者や通過者及び沿道住民。

根拠法令等

地方自治法　第281条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



779

コード

コード

2 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

㎡ 97.7

／ｈ 97.7

千円

人 1.00 1.00 0.99 0.97

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法　第281条

事業開始年度

事業終期

整理番号雨水流出抑制対策（区道）

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

当初、わずかであった透水性舗装の道路も、年々増加してきている。近年、都市
型水害は河川流域だけでなく、区内の低地部にも被害をもたらしている。

雨水を地中に戻すことによる、水害防止や地下水保護の意義を理解して、協力的
である。

区内の雨水の不浸透面積は、今後も拡大されていくと思われる。

対象

水害のおそれのある河川流域の住民。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

1

16,26716,085

1

16,538

1

19,130

8,948 8,767

0

19,130

0

16,538

0

16,267

0

16,085

特記事項

10,092

9,038

7,500 7,137 7,500

9,038

1

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

15,000

450

15,000

450

14,651

440

15,000

450

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

20,282

608

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

災害に強いまちづくりと地下水の涵養に伴う自然環境の保護。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

雨水の浸透量を増やし、下水道への雨水流入量を減らすこと
で、台風や集中豪雨時の水害を防止する。

雨水の地下への浸透量

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

透水性舗装後、数年が経過し、透水能力の落ちた舗装に対し
て、洗浄を行い透水能力の回復を図る。

活動指標名

透水性洗浄面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261231土木部工事第二課　工務係

道路維持補修 61600

道路法　第16号1項

杉並区雨水流出抑制対策推進要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



780

コード

コード

10 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

日

回

千円

人 0.51 0.51 0.50 0.50

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261231土木部工事第二課　工務係

道路維持補修 61600

道路法　第16号1項

道路法　第42号1項

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

24時間の保守監視と定期的な点検を行う。また、身体に障害
のある人の利用に伴い、必要に応じて介助を行う。

活動指標名

年間稼働日数

成果指標名

介助者を置くことにより、身障者や車椅子使用者にも利用し
てもらう。

エスカレーター利用介助件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

車椅子等での地下道通行を可能にし、福祉環境まちづくりを促進する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

54

45

366 359

72

365

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

介助件数は、車椅子等利用者
が地下道通行の際、本人の必
要に応じて介助を利用するも
ので、計画数及び目標値は示
せない。（平成11年2月6日よ
り運行）

559

4,609

10,297 8,837 9,558

4,609

96

4,519 4,519

0

5,168

0

14,906

0

14,077

0

13,356

5,168 13,356

41

14,906

37 39

14,077

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号昇降機維持運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成11年2月に西武線井荻駅踏切閉鎖に伴い、エスカレーターの運行が始まっ
た。当初。午前6時45分から午後7時45分までの運行であったが、住民の要望によ
り午後10時まで運行時間を延長した。

運行当初は、運行時間の延長や、下りエスカレーターの設置の要望があったが、
最近は特にない。

住民の高齢化により、車椅子等利用者が増える可能性がある。

対象

井荻地下道を利用する高齢者や障害者

根拠法令等

地方自治法　第281条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



781

コード

コード

28 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

14 年度

ｋｍ 104.9

匹

回 100.0

％

千円

人 5.51 5.51 5.35 5.29

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261231土木部工事第二課　工務係

道路等清掃 61800

道路法第４２条第１項

へい死犬猫収集数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区道の清掃及びへい死犬猫の収集処理を行う。

活動指標名

道路清掃延長

成果指標名

区と区民が一体となって清潔な道路環境を整備する。 清掃回数
清掃総延長（ｋｍ）／清掃対象路線延長（１２０ｋｍ）

収集率
収集数／通報数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

清潔な道路環境を維持している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

2,709

413

23

95

2,486

470

21

100

2,518

456

21

96

2,359

470

20

100

2,400

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

106,615

49,799

103,111 100,020 88,776

49,799

58

48,353 47,811

0

156,414

0

152,910

0

136,587

0

148,373

156,414 148,373

62

152,910

59 58

136,587

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号道路等清掃

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

失業対策の一環として始められた事業であるが、現在では民間委託へ移行（機械
化）している。

住民自ら清掃を行っている箇所があるため、路線の見直しの声もある。

路線の選定に、注意を払う必要があると思われる。

対象

区道を利用する歩行者及び通過者、沿道住民。

根拠法令等

地方自治法第２８１条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



782

コード

コード

年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡ 100.0

％ 100.0

千円 98.9

人 0.84 0.84 0.82 0.80

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261232土木部工事第二課土木施設維持係

水のみち維持補修 62000

道路法第４２条１項

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

破損箇所の補修工事や、不法占用が解消され境界が明確化し
た箇所の側溝の移設工事を行う。

活動指標名

維持管理面積

成果指標名

通行者の安全な通行の確保と地先との境界線の明確化を図
る。

補修及び整備対応率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

整備された歩行空間への誘導による交通事故の抑制と用地の保全。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

94,733

100

94,733

100

94,733

100

94,733

100

94,733

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

35,956

7,592

30,878 30,542 30,878 30,878

7,592

0

7,411 7,230

0

43,548

0

38,470

0

38,108

0

37,953

43,548 37,953

0

38,470

0 0

38,108

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号水のみち維持補修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

水のみちは下水道の普及とともに昭和３０～４０年代に一斉に埋立てられた水路
敷で、貴重な歩行空間であるが、近年老朽化が目立ってきている。

舗装、側溝の破損や水が溜まるなど要望がある。

今後も舗装の破損や境界の明確化などが、日常的に生じ、事業を継続する必要が
ある。また地方分権一括法の施行により、財産管理まで移譲されたことにより、
境界を明確にし公共用地の保全を図ることが急務となったため、事業の重要性は
増大する。

対象

水のみち（水路敷を埋め立てた歩行者専用道路）の通行者及
び沿道の住民

根拠法令等

地方自治法第２８１条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



783

コード

コード

年度

平成 年度 ①

②

③

① 街路樹の維持管理本数

②

①

②

年度

本

件

％

千円

人 3.95 3.95 3.90

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

２．指標の区民要望対応件数は予
測ができない。

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261233土木部工事第二課公園維持係

街路樹等維持管理 62200

道路法第４２条及び第８５条

杉並区公共溝渠管理条例

区民要望対応件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　区道､駅前広場等に植栽してある街路樹及び植栽帯の剪定
等の維持管理を行う。

活動指標名

成果指標名

　道路景観を良くすると共に、騒音や排気ガスを減らし、区
民の生活環境を保全する。また、道路の見通しを良くし、交
通環境を改善する。そのことによって沿道の生活環境と交通
環境をよくし、住みよい地域社会を築いていく。

街路樹及び植栽帯についての区民の満足度（区民要望対
応件数と解決できた件数の割合）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　道路緑化を推進し、沿道の生活環境や交通環境を改善することによって、環境保全に寄与しながら住みよい地域社会を実
現していくことができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

6,168

86

98

6,479

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

52,139

0

50,807 50,407 45,546

35,700 １．施設の維持管理事業であ
るため、目標値及びその年度
の設定は困難である。

35,700 35,248

0

52,139

0

86,507

0

80,794

0

86,107

52,139

14

86,10786,507

12

80,794

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号街路樹の維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　車社会を背景に、激増する交通と安全対策のため、道路整備事業の進展がみら
れた。それに伴って、本事業が開始されたが、区道は幅員の狭い生活道路が多い
ため、街路樹の整備はさほど進展していない。

　区道は、幅員の狭い生活道路が多いため街路樹のある路線は少ない。また、規
模も小さいため景観的に優れたものが少ない。落ち葉の苦情は聞かれるが道路緑
化の必要性はおおむね認識されていると思われる。

　高齢社会や環境保全対策に対応するための道路整備がさらに重要な課題となる
と予測される。そのために快適なみちづくりとして、まちの景観形成や緑陰の確
保、休憩スペース等にも配慮した整備が解決すべきテーマとなってくると思われ
る。

対象

　区道（井草川遊歩道を含む。）､駅前広場等を利用する歩
行者､道路通過者､及び沿道住民など。

根拠法令等

地方自治法第２８１条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



785

コード

コード

28 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡ 41.1

％ 41.1

千円 34.6

人 15.09 15.09 16.21 15.12

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２８１条２項

事業開始年度

事業終期

整理番号路面改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加、車両の大型化等により、道路の老朽化は激しく、より拡充の必要
が生じている。

道路の老朽化による、騒音・振動や水溜りを至急直して欲しい。
路面に穴があいて危険なので改修して欲しい。

現在の事業量のまま推移すると、将来、積み残された事業が累積し、道路の管理
上も大きな支障になるとともに、財政的にも大きな負担となってくることが予想
される。

対象

杉並区管理道路の通行者及び沿道の住民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

25

23,339

724,429

25,150

720,183

26

26,464

746,090

21

3,231

775,631

146,506 136,655

0

778,862

0

772,554

0

747,768

0

745,333

特記事項

642,479

136,383

636,171 598,827 611,113 1,731,486

136,383

18

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

85,000

100

30,000

35.3

34,903

41.1

30,000

35.3

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

44,174

52.0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

快適な交通環境の確保と沿道の居住環境の改善。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

老朽化した路面を改良することにより、通行者の安全を図る
とともに騒音、振動等を低減し、沿道の居住環境の改善を図
る。

整備対応率 ＝ 路面改良整備面積 ÷ 年間必要事業量

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

老朽化した道路の全面改修を行う。

活動指標名

路面改良整備面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261232土木部工事第二課土木施設維持係

道路の路面改良整備 62400

道路法第１６条１項・４２条１項

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



781

コード

コード

28 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

14 年度

ｋｍ 104.9

匹

回 100.0

％

千円

人 5.51 5.51 5.35 5.29

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２８１条

事業開始年度

事業終期

整理番号道路等清掃

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

失業対策の一環として始められた事業であるが、現在では民間委託へ移行（機械
化）している。

住民自ら清掃を行っている箇所があるため、路線の見直しの声もある。

路線の選定に、注意を払う必要があると思われる。

対象

区道を利用する歩行者及び通過者、沿道住民。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

58

136,587148,373

62

152,910

59

156,414

48,353 47,811

0

156,414

0

152,910

0

136,587

0

148,373

特記事項

106,615

49,799

103,111 100,020 88,776

49,799

58

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

2,4002,359

470

20

100

2,518

456

21

96

2,486

470

21

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

2,709

413

23

95

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

清潔な道路環境を維持している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

区と区民が一体となって清潔な道路環境を整備する。 清掃回数
清掃総延長（ｋｍ）／清掃対象路線延長（１２０ｋｍ）

収集率
収集数／通報数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区道の清掃及びへい死犬猫の収集処理を行う。

活動指標名

道路清掃延長

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261231土木部工事第二課　工務係

道路等清掃 61800

道路法第４２条第１項

へい死犬猫収集数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



787

コード

コード

年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

ｍ 50.7

?/ｈ 50.7

千円 29.2

人 0.06 0.06 0.06 0.12

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261232土木部工事第二課土木施設維持係

道路の路面改良整備 62400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

道路の路面改良工事の際に雨水を地下に浸透させる施設であ
る浸透地下埋管を設置する。

活動指標名

浸透地下埋管設置延長

成果指標名

雨水を地下に浸透させることにより、河川への流入量を抑制
する。

雨水の地下への浸透量

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

水害に強いまちづくりと地下水の涵養に伴う自然環境の復活。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

70

46.2

95

62.7

66

43.5

70

46.2

130

85.8

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

浸透量　０．６６?/ｈ/ｍ

2,647

542

4,515 2,577 4,743 8,808

542

46

542 1,085

0

3,189

0

5,057

0

5,828

0

3,119

3,189 3,119

53

5,057

47 83

5,828

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号浸透地下埋管設置工事

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

他の治水対策として神田川、環状七号線地下調節池や、和田弥生幹線地下道工事
などの整備も進んでいるが、まだ水害の発生する地域は多く雨水の流出を抑制す
ることが必要である。

住民の意見を直接受けることは少ないが、河川改修も未だ完了せず、水害は依然
多発している状況にある。

水害が発生している地域はまだ多く、自然環境のためにも、今後も事業を拡充す
る必要はある。また区の公共施設や区の面積の80％を占める民有地も含め、区全
域で雨水流出抑制対策に取り組んでいく必要がある。

対象

杉並区民及び区内３河川の下流域の住民。

根拠法令等

杉並区雨水流出抑制対策要綱

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



798

コード

コード

54 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

22 年度

橋 0.0

橋 0.0

％ 0.0

％ 0.0

千円

人 0.05 0.05 0.11 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２８１条２項

事業開始年度

事業終期

整理番号橋梁新設改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

杉並区管内橋梁は１１７橋あり、昭和５４年以来、基準不適合な橋梁６９橋につ
いて順次改良を行ってきたところである。こうしたなか、阪神淡路大震災に伴う
示方書の改訂、災害対策強化を望む社会的要請などにより、対象橋梁１１６橋の
定期点検調査や啓開道路等に架かる優先順位の高い橋梁２４橋について詳細調査
を行い、平成１０年度に新たな橋梁整備計画を策定した。

阪神淡路大震災以降、災害対策の強化に関する要望がある。

今後、道路橋示方書の改訂による整備基準の見直しや、橋梁の延命のために定期
的に橋梁診断を行い、計画的に整備を行う必要がある。

対象

杉並区管内橋梁の利用者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

#DIV/0!

05,099

#DIV/0!

4,622

#DIV/0!

2,444

994 0

0

2,444

0

4,622

0

0

0

5,099

特記事項

1,992

452

4,170 4,105 0 310,648

452

#DIV/0!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

24

2

100

100

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

0

0

0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

啓開道路等に架かる橋梁の耐震補強を行うことにより、地域住民の安全や物資輸送路が確保できる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

災害時における避難路を確保するとともに、地域住民の安全
や利便性の向上を図る。

耐震補強橋梁整備率

拡幅橋梁整備率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

橋梁整備計画に基づき、耐震補強、整備を進める。

活動指標名

耐震補強橋梁数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261232土木部工事第二課土木施設維持係

橋梁新設改良 63600

道路法第１６条

道路橋示方書

拡幅橋梁数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



806

コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

％

千円

人 2.50 2.72 1.89 2.13

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

整理番号交通安全施設維持補修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴なう道路交通の危険性の増大から交通安全施設の整備が進み、
維持補修件数も微増している。

即時対応が求められている。

交通安全施設の整備も進んでいることから、今後の大幅な増加は無い。

対象

すべての区道利用者。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

141

84,13780,153

155

92,643

109

80,797

17,082 19,251

0

80,797

0

92,643

0

84,137

0

80,153

特記事項

58,202

22,595

68,060 63,071 64,886

24,583

123

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

596

100

733

99.9

596

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

656

99.9

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

既設交通安全施設の機能を維持し、区民の道路交通の安全と都市美化を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

区民の交通安全の保持のため区道に設置した各種交通安全施
設の機能を維持する。

稼働率＝３６５×管理数－修理件数×修理日数÷３６５
×管理数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

交通安全施設の維持補修、道路反射鏡・ガードレール・フ
ラッシュアイの清掃を行う。交差点照明・フラッシュアイの
電気料支払い。

活動指標名

修理件数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設維持補修 64000

道路法第４２条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



807

コード

コード

43 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

本

％

千円

人 1.22 1.16 0.80 0.79

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

道路法第４２条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

見通しの悪い交差点等の視距離を確保するため、道路反射鏡
を新設する。又、既設道路反射鏡の機能と構造を確保するた
め、老朽化した施設を改修する。

活動指標名

新設・改良数

成果指標名

区道利用者の視距離を確保し、道路交通の安全を図る。 整備対応率＝管理数÷交差点面数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

239

32.6

190

32.6

216

33

170

33

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

30,116

11,026

27,303 27,055 24,429

10,484

172

7,230 7,140

0

41,142

0

37,787

0

31,569

0

34,285

41,142 34,285

199

37,787

159 186

31,569

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号道路反射鏡新設・改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴なう道路交通の危険性も増大している。その中で、道路反射鏡
の整備は充実してきた。しかし、まだ設置の要望は多い。又、既設施設の老朽化
も進んでいる。

区民からも見通しの悪い個所への設置要望が多い。

より安全な交差点の改良が必要である。

対象

すべての区道利用者。

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



808

コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

本

％

千円

人 0.16 0.16 0.12 0.07

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

道路法第４５条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

利用する道路の先の状況や、注意事項を周知するため標識を
設置する｡又、老朽化した既設施設を改修する。

活動指標名

新設・改良数

成果指標名

利用する道路の先の状況等を知らせることで、道路交通の安
全を図る。

整備対応率＝管理数÷道路延長

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

100

0.2

80

0.2

81

0.2

50

0.2

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

3,866

1,446

3,886 3,838 2,429

1,446

53

1,085 633

0

5,312

0

5,332

0

3,062

0

4,923

5,312 4,923

67

5,332

61 61

3,062

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号警戒標識等新設・改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

警戒標識等の整備はほぼ完了している。

無し。

既設標識の改修が必要。

対象

すべての区道利用者。

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



809

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

灯

％

千円

人 0.16 0.18 0.13 0.15

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

整理番号交差点照明灯新設・改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

施設の整備も充実し、本来の目的も達成されている。

無し。

新設の必要性は無くなり、街路灯に一本化する。

対象

すべての区道利用者。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

835

5,8455,647

874

6,116

807

5,309

1,175 1,356

0

5,309

0

6,116

0

5,845

0

5,647

特記事項

3,863

1,446

4,489 4,472 4,489

1,627

590

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

7

3.1

7

3.1

7

3.2

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

9

3.2

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

道路利用者に夜間の交差点の状況を把握させることで、交差
点内を通行する歩行者等の事故を防止し、道路交通の安全を
確保する。

整備対応率＝管理数÷交差点個所数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

夜間に交差点の状況が特によく見えるように、交差点照明を
設置している。又、老朽化した既設施設の改良を行う。

活動指標名

新設・改良数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



810

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

基

％

千円

人 0.55 0.54 0.38 0.38

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

夜間において道路利用者に交差点の所在を知らせるため、フ
ラッシュアイを新設する。又、老朽化した既設施設を改良す
る。

活動指標名

新設・改良数

成果指標名

交差点の所在を明確にすることで、出会い頭等の事故を防止
し、道路交通の安全を図る。

整備対応率＝管理数÷交差点個所数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

20

4.7

15

4.7

21

4.9

15

4.9

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

13,623

4,971

14,168 12,760 11,614

4,881

930

3,434 3,434

0

18,594

0

19,049

0

15,048

0

16,194

18,594 16,194

1,270

19,049

771 1,003

15,048

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号フラッシュアイ新設・改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴ない、道路交通の危険性も増大している中で、フラッシュアイ
の整備も充実してきた。

無し。

施設整備は充実していることから大幅な需用は無いが、必要性は大きい。

対象

すべての区道利用者。

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第９号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



811

コード

コード

50 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

枚

％

千円

人 0.09 0.09 0.07 0.04

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

道路法第４５条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

新たに信号機が設置された所に、地点名標識を新設する。
又、老朽化した標識の改良を行う。

活動指標名

新設・改良数

成果指標名

道路利用者（特に運転者）が現在地を知ることで道路状況が
把握でき、道路交通の安全を図る。

整備対応率＝管理数÷交差点個所数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もつて道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

16

5.8

30

5.8

23

5.8

12

5.8

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,272

813

2,280 2,250 912

813

193

633 362

0

3,085

0

3,093

0

1,274

0

2,883

3,085 2,883

103

3,093

125 106

1,274

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号地点名標識板新設・改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴ない、道路交通の危険性も増大している中で、地点名標識板の
整備も充実してきた。

無し。

新設個所は少ない。既設施設の改修が必要になってくる。

対象

すべての区道利用者。

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



812

コード

コード

36 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

ｍ

％

千円

人 0.90 0.99 0.74 0.81

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

整理番号白線整備

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴ない、白線の消耗も多くなっている。

無し。

現状と変わらない。

対象

すべての区道利用者。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

1

32,07131,429

1

33,698

1

30,411

6,688 7,321

0

30,411

0

33,698

0

32,071

0

31,429

特記事項

22,277

8,134

24,750 24,741 24,750

8,948

1

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

55,000

78

55,810

78

55,000

78.1

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

47,116

78.1

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

車道と歩行者の通行帯を明確にして、道路交通の安全を図
る。

白線設置率＝白線設置延長÷道路延長

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

通行帯を明示するため、道路の中央及び外側に白線を引く。
又、消えかかった白線を引きなおす。

活動指標名

白線施工数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

道路法第４５条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



813

コード

コード

60 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

枚

枚

千円

人 0.12 0.20 0.16 0.18

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

視覚障害者が道路を通行するときの目印となるよう、歩道に
点字ブロックやシートを設置する。

活動指標名

新設・改良数

成果指標名

視覚障害者がより安全に自由に通行できる環境を整備する。 バリアフリー対応度＝点字ブロック設置数÷利用対象者
数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全と福祉環境の整備を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

435

12.2

500

12.2

942

12.8

500

12.8

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,945

1,085

5,643 5,471 5,643

1,808

9

1,446 1,627

0

4,030

0

7,451

0

7,270

0

6,917

4,030 6,917

15

7,451

7 15

7,270

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号点字ブロック新設・改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴なう道路交通の危険性も増大している。その中で、点字ブロッ
クの整備は充実してきた。しかし、まだ設置の要望は多い。

障害者団体から毎年設置要望がある。

整備は進んでいるが、まだ必要性は多い。

対象

すべての区道利用者。

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



814

コード

コード

元 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡

％

千円

人 0.43 0.37 0.25 0.27

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

整理番号すべり止め塗装

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴なう道路交通の危険性も増大している。その中で、すべり止め
塗装の整備は充実してきた。しかし、まだ設置の要望は多い。又、既設施設の改
修の必要性も出てきた。

事故発生した交差点での要望が多い。

整備は進んでいるが、まだ必要性は多い。

対象

すべての区道利用者。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

8

10,72410,540

8

11,628

11

14,592

2,260 2,440

0

14,592

0

11,628

0

10,724

0

10,540

特記事項

10,706

3,886

8,284 8,280 8,284

3,344

12

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

1,400

6.3

955

6.3

1,400

5.9

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,214

5.9

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

カーブ部分でのすべり防止や道路路面に変化をもたらせるこ
とで、通行者に注意をうながし、事故防止を図る。

整備対応率＝施工交差点÷交差点数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

道路のカーブ、交差点にすべり止め塗装を行う。

活動指標名

新設・改良数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



815

コード

コード

40 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

ｍ

％

千円

人 0.79 0.82 0.59 0.66

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

整理番号防護柵の改良

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴なう道路交通の危険性も増大している。その中で、防護柵の改
良も進んでいる。しかし、まだ改良計画の途中である。

無し。

改良計画の途中であり、今後も計画を進める必要がある。

対象

すべての区道利用者。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

26

25,96525,132

27

27,411

26

26,689

5,332 5,965

0

26,689

0

27,411

0

25,965

0

25,132

特記事項

19,549

7,140

20,000 19,800 20,000

7,411

25

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

1,000

24.1

962

24.1

1,000

21.2

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,088

21.2

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

道路利用者（歩行者）が安心して通行できる道路環境を整備
する。

改良率＝改良延長÷防護柵延長

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

既設のガードレールを歩行者に優しく、デザインに優れた形
式のもの等に改良する。

活動指標名

改良施工数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



816

コード

コード

年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

本

％

千円

人 0.08 0.07 0.05 0.04

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第８号

事業開始年度

事業終期

整理番号立看板等

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

交通量の増加に伴ない交通の危険性も増大し、注意を促す立看板の需用も増えて
いる。

無し。

対象

すべての区道利用者。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

13

1,6712,048

14

2,238

16

2,640

452 362

0

2,640

0

2,238

0

1,671

0

2,048

特記事項

1,917

723

1,605 1,596 1,309

633

13

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

130

0.1

125

0.1

160

0.1

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

196

0.1

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の機能と構造を保全整備し、もって道路交通の安全を図っている。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

事前に注意等を周知することで、道路利用者の道路交通の安
全を保つ。

看板設置率＝看板管理数÷道路延長

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

道路の縁に注意を促す簡易な立看板を設置する。

活動指標名

立看板設置数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261234土木部工事第二課交通安全係

交通安全施設整備 64200

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



836

コード

コード

22 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡ 100.0

％ 100.0

千円 109.3

人 0.08 0.08 0.08 0.07

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

地方自治法第２８１条２項

事業開始年度

事業終期

整理番号公共溝渠維持補修

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

年々、公共下水道を敷設し道路化されてきているが、未だに蓋掛け水路や開渠部
分が残されている。

蚊の発生、悪臭などの苦情がある。

公共溝渠は、公共下水道の敷設に活用されず残されたものであり、今後、水のみ
ち（水路敷を埋め立てた歩行者専用道）として活用できるものは埋め立てを進
め、水のみちとして整備を進める必要がある。また地方分権一括法の施行により
財産管理まで移譲され、境界を明確にし公共用地の保全を図ることが急務となっ
たため、事業の重要性は増大する。

対象

公共溝渠（主に蓋掛け式水路が対象）の通行者及び近隣の住
民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0

3,4643,816

0

4,040

0

4,134

723 633

0

4,134

0

4,040

0

3,464

0

3,816

特記事項

3,411

723

3,317 3,093 2,831 2,831

723

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

19,967

100

19,967

100

19,967

100

19,967

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

19,967

100

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

安全で快適な歩行空間の確保及び公共溝渠周辺の良好な居住環境の確保。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

公共溝渠の排水機能と歩行機能を維持保全し、悪臭や蚊発生
の防止や歩行者の安全を図る。

維持補修対応率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

公共溝渠のしゅんせつや土揚敷の除草を行う。

活動指標名

維持管理面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 261232土木部工事第二課土木施設維持係

公共溝渠維持補修 66600

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



679

コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

17 年度

本 95.6

％

千円

人 0.50 0.50 0.50 0.50

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの保護 55200

みどりの条例施行規則　第3条

杉並区都市の美観風致を維持するための樹木の保存に関
する法律施行細則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区内に現存する一定基準以上の樹木を所有者の同意を得て区
が保護指定し、維持管理に要する経費の一部を補助する。

活動指標名

保護指定本数

成果指標名

保護指定した樹木の伐採や移植を禁止することにより、みど
りの保全をはかる。

今年度対象本数÷前年度対象本数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

みどりの保全をとおして、健康で快適な生活環境の維持・創出に貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,816

105

1,750

96

1,817

100

1,750

96

1,900

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

補助金交付額
1本につき6,000円

10,753

4,519

10,741 10,901 8,334

4,519

8

4,519 4,519

0

15,272

0

15,260

0

12,853

0

15,420

0

0

15,272

0.0

0

15,420

0.0

9

0

0

15,260

8

0

7

0

0

12,853

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号保護樹木補助

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

昭和48年度に保護樹木を88本指定したが、平成11年度は1817本に増加した。

指定した樹木が所有者の財政的、周辺の苦情などで維持できなくなっている。行
政の積極的な支援を期待している。

今後も宅地の細分化が進み、大木の保全がますます困難になると予測される。

0.0

対象

一定基準以上の樹木を所有する個人・法人

根拠法令等

みどりの条例　第11条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



680

コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

17 年度

㎡ 99.4

％

千円

人 0.50 0.50 0.50 0.50

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの保護 55200

みどりの条例施行規則　第3条

杉並区都市の美観風致を維持するための樹木の保存に関
する法律施行細則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区内に現存する一定基準以上の樹林を、所有者の同意を得て
区が保護指定し、維持管理に要する経費の一部を補助する。

活動指標名

保護指定面積

成果指標名

保護指定した樹林の伐採や移植を禁止することにより、みど
りの保全をはかる。

今年度対象面積÷前年度対象面積

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

みどりの保全をとおして、健康で快適な生活環境の維持・創出に貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

684,662

93

740,000

108

665,959

97

700,000

105

670,000

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

補助金交付額
【屋敷林・樹林】
10,000㎡以下の部分
…100㎡あたり6,000円
10,000㎡を超える部分
…100㎡あたり3,000円
【寺社林・私立学校林等】
10,000㎡以下の部分
…100㎡あたり　3,000円
10,000㎡を超える部分
…100㎡あたり1,500円
《交付限度額858,000円》

24,144

4,519

26,562 23,124 20,592

4,519

0

4,519 4,519

0

28,663

0

31,081

0

25,111

0

27,643

0

0

28,663

0.0

0

27,643

0.0

0

0

0

31,081

0

0

0

0

0

25,111

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号保護樹林補助

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

昭和48年度に保護樹林を177,100㎡指定したが、平成11年度は665,959㎡に増加し
た。

指定した樹林が所有者の財政的、周辺の苦情などで維持できなくなっている。行
政の積極的な支援を期待している。

今後も宅地の細分化が進み、樹林の保全がますます困難になると予測される。

0.0

対象

一定基準以上の樹林を所有する個人・法人

根拠法令等

みどりの条例　第11条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

17 年度

ｍ 91.6

％

千円

人 0.50 0.50 0.50 0.50

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの保護 55200

みどりの条例施行規則　第３条

杉並区都市の美観風致を維持するための樹木の保全に関
する法律施行細則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区内に現存する長さ30m以上の生け垣を、所有者の同意を得
て区が保護指定し、維持管理に要する経費の一部を補助す
る。

活動指標名

保護指定延長

成果指標名

保護指定した生け垣の伐採や移植を禁止することにより、み
どりの保全をはかる。

今年度対象延長÷前年度対象延長

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

みどりの保全をとおして、健康で快適な生活環境の維持・創出に貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

5,586

98

6,000

107

5,495

98

6,000

109

6,000

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

補助金交付額
1ｍあたり600円
《交付限度額48,000円》

3,178

4,519

3,861 3,108 3,690

4,519

1

4,519 4,519

0

7,697

0

8,380

0

8,209

0

7,627

0

0

7,697

0.0

0

7,627

0.0

1

0

0

8,380

1

0

1

0

0

8,209

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号保護生け垣補助

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

昭和50年度に保護生け垣を1,787ｍ指定したが、平成11年度は5,495ｍに増加し
た。

指定した生け垣が所有者の財政的、周辺の苦情などで維持できなくなっている。
行政の積極的な支援を期待している。

今後も、宅地の細分化が進み、区内のみどりが減少すると考えられる。

0.0

対象

一定基準以上の生け垣を所有する個人・法人

根拠法令等

みどりの条例　第11条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

58,48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

本

㎡

件

千円

人 0.30 0.30 0.30 0.30

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの保護 55200

損害保険対象樹林面積

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

保護指定した樹木、樹林による事故に対応するため損害保険
をかける。

活動指標名

損害保険対象樹木本数

成果指標名

指定したみどりによる事故に対応できるようにすることで、
所有者や周辺住民の不安を解消する。

事故処理件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

保護指定の促進と保全の継続

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,816

684,662

1

1,750

740,000

0

1,817

665,959

1

1,750

700,000

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

損害保険の内容
【対物賠償（家や物が壊れた
場合】
1事故につき2,000万円まで
【対人賠償（ケガや死亡の場
合】
１名につき5,000万円まで
１事故につき2億円まで

3,510

2,711

3,180 3,156 3,175

2,711

3

2,711 2,711

0

6,221

0

5,891

0

5,886

0

5,867

0

0

6,221

0.0

0

5,867

0.0

3

0

0

5,891

3

0

3

0

0

5,886

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号保護樹木等損害保険

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

樹木保険は加入以来十分機能している。

なし

樹木保険は指定木等の保全にますます重要になる。

0.0

対象

保護指定した樹木、樹林

根拠法令等

みどりの条例　第14条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

13 年度

件 55.3

本

千円

人 2.60 2.60 2.60 2.60

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの保護 55200

杉並区地区指定緑化推進要綱

杉並区公共施設緑化推進要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区内のみどりを守り増やすため、300㎡以上の敷地で建築行
為等を行うものに対し、緑化計画書の提出を求め、地区に応
じた緑化指導を行う。

活動指標名

緑化計画書受理件数

成果指標名

建築行為等の敷地におけるみどりの保全と創出をはかる。 緑化指導により植栽された樹木本数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

緑化指導をとおして、まちのみどりの保全・創出に貢献する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

345

50,091

500

50,091

322

56,245

600

56,245

600

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

274

23,499

316 128 316

23,499

69

23,499 23,499

0

23,773

0

23,815

0

23,815

0

23,627

0

0

23,773

0.0

0

23,627

0.0

48

0

0

23,815

73

0

40

0

0

23,815

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号緑化指導

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

宅地化とあわせ、敷地の細分化が進展している。

建築行為等に伴うみどりの減少を抑えるため、緑化指導の強化が必要である。

今後も、宅地の細分化が進展すると見込まれ、一敷地の規模の狭小化が進むと予
測される。

0.0

対象

一定規模以上の建築行為等を行う個人

根拠法令等

みどりの条例　第19条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

13 年度

件 51.0

％ 53.6

千円

人 0.20 0.20 0.20 0.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

整理番号寄付樹木の仲介・移植

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

宅地の細分化により、樹木の寄付申し出が増加している。

区民間でみどりのやり取りができるよう制度の拡充を希望している。

今後も宅地の細分化が進み、樹木の寄付の申し出が増加すると予測される。

0.0

対象

寄付を申し出た個人

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

32

0

0

4,816

0

6,307

0.0

29

0

0

6,316

124

00

0

7,318

0.0

1,808 1,808

0

7,318

0

6,316

0

4,816

0

6,307

特記事項

5,510

1,808

4,508 4,499 3,008 3,236

1,808

86

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

100

100

150

100

51

54

220

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

85

39

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

樹木の保護

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

余剰となった樹木の有効活用をはかる。 受領件数÷申込件数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区民の余剰になった樹木を、公共施設緑化に活用する。

活動指標名

受領本数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの保護 55200

寄付樹木取扱要領

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



685

コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

本

本

千円

人 0.10 0.10 0.10 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第２条

事業開始年度

事業終期

整理番号苗木育成委託

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

昭和50年に95.41haあった農地が平成7年に63.76haに減少している。

なし

農地の減少がさらに続くと予測する。

対象

営農団体

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0

6,6446,630

0

6,630

0

6,616

904 904

0

6,616

0

6,630

0

6,644

0

6,630

特記事項

5,712

904

5,726 5,726 5,740

904

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

32,800

32,800

33,200

33,200

33,200

33,200

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

33,600

33,600

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

減少する農地を保全するとともに、営農者の育成がはかられる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

減少する農地を保全するとともに、営農者の育成、区民配布
用苗木の安定確保をはかる。

（代）苗木育成数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

苗木の育成を営農者に委託する

活動指標名

苗木育成数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの保護 55200

杉並区緑化用苗木育成管理委託事業実施要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



686

コード

コード

9 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

箇所

㎡

千円

人 0.20 0.20 0.20 0.15

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの保護 55200

みどりの条例　第2条、第11条

杉並区市民緑地「いこいの森」の設置及び管理に関する
要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

樹林等の保全を目的とした市民緑地「いこいの森」を所有者
との契約により区が長期間無償借地し、区民に公開する。

活動指標名

市民緑地設置数

成果指標名

借地した樹林地等を区民に公開しながら保全する。 市民緑地面積

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

長期間樹林地が保全できる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

2

2,112

2

2,600

2

2,112

2

2,112

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

6,908

1,808

258 163 219

1,808

4,358

1,808 1,356

0

8,716

0

2,066

0

1,575

0

1,971

8,716 1,971

1,033

2,066

985 787

1,575

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号市民緑地の設置及び管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

宅地化により樹林が減少している。

急激に減少している樹林を積極的に区がかかわって保全すべきである。

今後も、宅地化の進行により、樹林が減少すると予測される。

対象

300㎡以上の良好な樹林地等の所有者

根拠法令等

都市緑地保全法　第20条の2

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

本

千円

人 0.40 0.40 0.40 0.40

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

整理番号公共施設植栽工事

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

学校をはじめとした公共のみどりは、地域のみどりの減少傾向が進むなかますま
すまちの生活環境向上のため重要となってきている。

区立施設を積極的に緑化すべきである。

みどりの減少傾向が続くなか、公共のみどりは地域のみどりの核としてますます
重要となると予測される。

対象

区立小・中学校及び区立施設

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

3,308

6,6157,644

4,225

8,450

3,822

15,019

3,615 3,615

0

15,019

0

8,450

0

6,615

0

7,644

特記事項

11,404

3,615

4,835 4,029 3,000

3,615

3,755

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

2

1,200

2

1,202

2

1,200

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

4

1,212

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

地域緑化の先導的役割を担う。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

学校を地域のみどりのシンボルとする。区立施設について
は、接道部の緑視景観の向上をはかる。

植栽樹木数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

学校の森は地域のシンボルとなるみどりの育成を行う。区立
施設については、接道部の緑化を行う。

活動指標名

緑化実施学校数及び区立施設数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの育成 55400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

本

本

千円

人 0.30 0.30 0.30 0.30

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの育成 55400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

春と秋の年2回及び各種記念樹として苗木を配布する。

活動指標名

苗木の配布数

成果指標名

区民の緑化活動を支援し、みどりを増やす。
（代）苗木の配布数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

民有地のみどりの育成

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

14,362

14,362

10,300

10,300

9,364

9,364

8,500

8,500

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

7,052

2,711

5,108 4,746 774

2,711

1

2,711 2,711

0

9,763

0

7,819

0

3,485

0

7,457

9,763 7,457

1

7,819

1 0

3,485

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号苗木の配布

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

配布希望は常に多い。

配布樹種への希望が多様化している。

配布希望は今後も多いと予測される。

対象

苗木配布を希望する個人等

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

本

千円

人 1.70 1.70 1.70 1.70

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

整理番号公共施設樹木管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

対象樹木の成長と施設の増加により、事務量が増大してきている。

区立施設のさらなる緑化を希望している。また、落ち葉や日照などの苦情が年々
増加している。

みどりの減少にともない、公共施設のまとまったみどりはますます重要になって
きている。

対象

区立小・中学校及び区立施設

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

283

76,34978,040

293

78,148

291

78,492

15,365 15,365

0

78,492

0

78,148

0

76,349

0

78,040

特記事項

63,127

15,365

62,783 62,675 60,984

15,365

297

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

270

3,412

268

3,412

267

3,233

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

264

3,233

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

学校をはじめとした公共施設のみどりの良好な育成ができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

樹木の適正な維持管理を行うことにより、区立小・中学校及
び区立施設のみどりを良好に保つ。

剪定総本数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

小・中学校及び区立施設の樹木の適正な維持管理を行う。

活動指標名

公共施設数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの育成 55400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

箇所

％

千円

人 0.20 0.20 0.20 0.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

整理番号区営苗圃の維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

当初は失業対策事業の場であったが、現在は委託により苗圃運営を実施してい
る。

なし

区民への苗木配布事業縮小により、苗圃での苗木育成量が減少する。

対象

区有地2箇所、民有地等4箇所

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

3,632

21,79324,582

4,112

24,671

4,097

28,229

1,808 1,808

0

28,229

0

24,671

0

21,793

0

24,582

特記事項

26,421

1,808

22,863 22,774 19,985

1,808

4,705

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

6

23

6

23

6

18

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

6

18

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

農地の保全と苗木の育成がはかられる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

農地の保全と区民配布用の苗木の育成をはかる。 苗木配布数÷苗木育成数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区民配布する苗木を確保し、安定した供給をはかるため、苗
木の育成場所として、区営苗圃を経営している。

活動指標名

区営苗圃数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの育成 55400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

54 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

ｍ

千円

人 0.25 0.25 0.25 0.25

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

整理番号生け垣造成等補助

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

宅地の細分化により、まちのみどりは減少している。

助成額が少ない。

地域の防災性の向上、緑視景観の向上がますます求められる。

対象

道に面した塀を生け垣にする個人等

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

144

5,7633,010

234

3,042

215

2,866

2,260 2,260

0

2,866

0

3,042

0

5,763

0

3,010

特記事項

補助金交付額
生け垣化のための既存塀の撤
去　1ｍあたり3,000円
生け垣造成費用
1ｍあたり3,000円
《交付限度額300,000円》

606

2,260

782 750 3,503

2,260

205

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

40

600

14

182

13

260

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

14

178

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

みどりの創出をはじめとして、地域の防災性の向上及びまちなみ景観の向上。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

地域緑化及び緑視景観の向上。 生け垣化助成延長

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

道に面した部分の生け垣化に対して、既存の塀の撤去と生け
垣を造る費用の一部を助成する。

活動指標名

生け垣化助成件数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの育成 55400

杉並区生け垣造成推進要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

冊

冊

千円

人 0.10 0.10 0.10 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

緑化意識の高揚をはかるため、小学5年生を対象に緑化副読
本を配布する。

活動指標名

発行部数

成果指標名

小学5年生に緑化の必要性と知識を修得してもらう。 （代）発行部数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

緑化意識の普及啓発

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3,900

3,900

3,900

3,900

3,900

3,900

3,500

3,500

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

3,742

904

1,066 965 1,365

904

1

904 904

0

4,646

0

1,970

0

2,269

0

1,869

4,646 1,869

1

1,970

0 1

2,269

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号緑化副読本の作成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

地球環境問題の関心の高まりとともに、緑化に対する関心も高まっている。

なし

低年齢からの緑化意識の高揚をはかることが、ますます重要になっている。

対象

主に小学5年生

根拠法令等

みどりの条例　第2条、第6条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

部

部

千円

人 0.15 0.15 0.15 0.15

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条、第6条

事業開始年度

事業終期

整理番号みどりの新聞の発行

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区民の緑化に対する関心はますます高まっている。

なし

さまざまな緑化の関心にこたえるため、ますます情報提供の必要性が増加する。

対象

全区民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0

1,4201,362

0

1,437

#DIV/0!

3,256

1,356 1,356

0

3,256

0

1,437

0

1,420

0

1,362

特記事項

1,900

1,356

81 6 64

1,356

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

21,300

21,300

0

0

21,300

21,300

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

63,900

63,900

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

みどりの普及啓発

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

緑化意識の高揚をはかる。 （代）発行部数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

緑化意識の高揚をはかるため、区民を対象にみどりの新聞を
年１回発行する。

活動指標名

発行部数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



694

コード

コード

48 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

人

千円

人 0.75 0.75 0.75 0.25

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

整理番号環境月間行事等の開催

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区民の緑化に対する関心はますます高まっているとともに、多様化してきてい
る。

緑化に関する講座などの拡充希望が多い。

講座についての拡充希望はますます多くなる。

対象

全区民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

2,824

2,82410,353

2,811

11,245

2,588

10,330

6,779 2,260

0

10,330

0

11,245

0

2,824

0

10,353

特記事項

植樹祭　１回
（平成11年6月5日）
写真コンクール　１回
（平成11年6月1日～7月30日）
園芸教室　１回
（平成11年6月20日）
緑化講習会　１回
（平成12年3月12日）

3,551

6,779

4,466 3,574 564

6,779

2,582

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

1

60

4

710

4

983

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

4

983

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

緑化意識の普及啓発

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

緑化意識の高揚をはかる。 行事参加人数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

緑化意識の高揚をはかるため、植樹祭、写真コンクール、園
芸教室、緑化講習会を開催する。

活動指標名

開催数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

27 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

円

千円

人 0.20 0.20 0.20 0.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

緑の募金法

事業開始年度

事業終期

整理番号緑の募金

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

開始当初は春のみであったが、緑の募金法の制定にあわせ秋の募金が増え2回に
なった。

なし

今後も現状と同じと予測される

対象

個人、町会、企業等

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

11

1,8081,808

11

1,862

11

1,867

1,808 1,808

0

1,867

0

1,862

0

1,808

0

1,808

特記事項

59

1,808

54 0 0

1,808

11

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

171

543,848

171

543,848

164

522,167

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

164

522,167

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

寄付金を都市緑化をはじめとした緑化に活用する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

緑化に対する寄付金を募る。 募金額

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

春と秋の２回募金を実施する

活動指標名

募金依頼数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

緑の募金杉並区実施本部規約

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

60 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

箇所

団体

千円

人 0.20 0.20 0.20 0.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

整理番号区立公園等の花壇管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

緑化推進団体の数が増加するのに伴い、場の提供のみのケースもある。これらの
団体では財政的に活動が停滞しがちである。

ボランティアとして活動するが、財政的支援の充実希望が多い

区民の地域緑化に参加する意向がますます高まると予測される。

対象

区内の緑化推進団体

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

545

4,3574,160

900

4,498

520

4,498

1,808 1,808

0

4,498

0

4,498

0

4,357

0

4,160

特記事項

2,690

1,808

2,690 2,352 2,549

1,808

900

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

8

7

8

7

5

4

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

5

4

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

地域緑化をとおして緑化意識の高揚とコミュニティの醸成に貢献

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

地域緑化活動をとおして、区民の緑化意識の高揚をはかる。 （代）協力団体数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区立公園等の花壇の維持管理について住民組織と管理協定を
結ぶ。

活動指標名

花壇管理場所数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

63 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

日

件

千円

人 0.10 0.10 0.10 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

　

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区立塚山公園内にみどりの相談コーナー、みどりの図書閲覧
コーナー、展示講義室等を備えた「みどりの相談所」を開設
している。（みどりの相談は毎週土曜日実施）

活動指標名

相談実施日数

成果指標名

緑化活動に対する情報等を提供することで、緑化知識の向上
をはかる。

（代）相談件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区民の緑化意識の普及啓発

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

47

221

51

240

46

213

52

244

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,264

904

2,395 2,479 2,398

904

67

904 904

0

3,168

0

3,299

0

3,302

0

3,383

3,168 3,383

65

3,299

74 63

3,302

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号みどりの相談所

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区民の緑化意識の高まりにともない、情報提供の需要が増大している。

緑化に関する相談機能の充実。

東京都の相談所が廃止（平成12年度）されたことにより、緑化相談の増加が予測
される。

対象

緑化に関する様々な情報を必要としている個人

根拠法令等

みどりの条例　第2条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

本

ｍ

千円

人 0.20 0.20 0.20 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条、第25条

事業開始年度

事業終期

整理番号緑化推進モデル地区

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

モデル地区事業の内容が現在のまちのみどりの状況と大きく離れてきている。

きめ細かな緑化事業の実施

事業内容が現在のまちのみどりの状況と大きく離れているため、緑化推進モデル
地区を11年度をもって廃止した。今後新たなモデル地区（緑化重点地区）に移行
する。

対象

条例等に基づき指定されたモデル地区内の個人・法人

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

#DIV/0!

02,725

693

2,771

681

2,502

1,808 0

0

2,502

0

2,771

0

0

0

2,725

特記事項

694

1,808

963 917 0

1,808

500

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

0

0

0

4

290

43

4

400

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

5

431

15

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

モデル地区内の緑化推進

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

区内の地域緑化のモデルとして、個人等にみどりを増やし育
ててもらう。

苗木配布数

生け垣化助成延長

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

緑化推進モデル地区（指定5年間）において、苗木の配布及
び生け垣化助成を行う。

活動指標名

緑化推進モデル地区数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

みどりの条例施行規則　第18条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



699

コード

コード

48 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

ｍ

千円

人 0.05 0.05 0.05 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条、第25条

事業開始年度

事業終期

整理番号緑道地区等樹木管理委託

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

地域住民との育成協定により管理を実施していたが、協定の廃止に伴い区の直接
管理に移行した。

なし

街路樹として、今後も良好なみどりの維持管理の継続を行う。

対象

区道上の緑地帯

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

#DIV/0!

0651

297

892

217

900

452 0

0

900

0

892

0

0

0

651

特記事項

448

452

440 199 0

452

300

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

0

0

3

410

3

410

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3

410

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

良好なみどりの維持によりみどりへの関心を高める。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

みどりあふれる良好な道路環境の保全 （代）管理延長

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区道上の緑地帯の維持管理を行う

活動指標名

剪定回数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

みどりの条例施行規則　第18条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



700

コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

本

千円

人 0.10 0.10 0.10 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

みどりの条例施行規則　第16条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

1000㎡以上の敷地を有する私立学校、住宅団地などの管理者
等とみどりの育成に関する協定（5年間）を締結し緑化用苗
木の供給を行う。

活動指標名

みどりの育成協定数

成果指標名

工場、住宅団地等でのみどりを増やす。 苗木供給本数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

大規模敷地におけるみどりの育成に貢献している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

12

395

9

810

13

400

9

810

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

738

904

670 630 746

904

137

904 904

0

1,642

0

1,574

0

1,650

0

1,534

1,642 1,534

175

1,574

118 183

1,650

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号みどりの育成協定

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

宅地化の進展に伴い、住宅団地が増加している。

PR不足が指摘されている。

住宅団地等の対象はますます増加すると予測される。

対象

一定規模以上の敷地を有する工場、住宅団地等の事業者、管
理者

根拠法令等

みどりの条例　第2条、第23条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



701

コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

ｍ

千円

人 0.05 0.05 0.05 0.05

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

みどりの条例　第2条、第21条、第22条

事業開始年度

事業終期

整理番号生け垣協定

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

対象は多いが締結には至っていない。

なし

対象の数は大きく変化しないと予測される。

対象

10ｍ以上の生け垣の所有者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

175

524452

586

1,172

#DIV/0!

452

452 452

0

452

0

1,172

0

524

0

452

特記事項

補助金交付額
既存塀の撤去費用
1ｍあたり9,000円
生け垣の造成費用
1ｍ当り9,000円

0

452

720 0 72

452

#DIV/0!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

3

0

0

0

2

0

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

協定を結び生けがきを育成することをとおして、みどりの普及啓発につながる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

長期にわたり良好な生け垣を保全する。 協定を結んだ生け垣の延長

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区民が定めた区域において塀を生け垣に造成する協定を締結
した場合、区はその協定を認定するとともに費用の一部を補
助する。

活動指標名

生け垣協定数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

みどりの条例施行規則　第13条、第14条、第15条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



702

コード

コード

54 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

ｍ

ｍ

千円

人 0.05 0.05 0.05 0.05

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

東京都杉並区がけ、擁壁及びブロック塀等対策条例

事業開始年度

事業終期

整理番号危険ブロック塀の生け垣化

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

危険ブロック塀は解消してきている

なし

今後も危険ブロック塀の解消に向かう

対象

危険ブロック塀を所有している個人等

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

9

4521,532

27

1,352

26

884

452 452

0

884

0

1,352

0

452

0

1,532

特記事項

補助金交付額
1ｍあたり18,000円
《交付限度額》900,000円

432

452

900 1,080 0

452

37

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

50

50

60

60

50

50

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

24

24

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

安全な避難路等の確保をするとともにみどりの普及啓発に貢献している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

危険ブロック塀の解消とみどりの創出 （代）生け垣化延長

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

既存塀撤去及び生け垣造成費の一部を補助する。

活動指標名

生け垣化延長

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



704

コード

コード

62 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

本

ｍ

千円

人 0.10 0.10 0.10 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

みどりの条例施行規則　第18条

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

沿道緑化モデル地区内の個人等にみどりを増やし育ててもら
うため、苗木の配布及び生け垣化助成を行う。

活動指標名

沿道緑化モデル地区数

成果指標名

区内の地域緑化のモデルとする。 苗木配布数

生け垣化助成件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

モデル地区内の緑化推進に貢献している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

2

231

0

2

300

50

2

147

16

0

0

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

700

904

1,714 689 0

904

802

904 0

0

1,604

0

2,618

0

0

0

1,593

1,604 1,593

1,309

2,618

796 #DIV/0!

0

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号沿道緑化モデル地区

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

モデル地区事業の内容が現在のまちのみどりの状況と大きく離れてきている。

きめ細かな緑化事業の実施。

地区内は緑化余地の非常に少ない地区であり、モデル地区事業の展開がますます
困難になってきているため、沿道緑化モデル地区は平成11年度をもって廃止し
た。

対象

条例等に基づき指定されたモデル地区内の個人等

根拠法令等

みどりの条例　第2条、第25条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



706

コード

コード

10 年度

平成 30 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

冊

回

千円

人 0.20 0.20 0.20 0.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

都市緑地保全法　第2条の2

事業開始年度

事業終期

整理番号緑の基本計画の公表

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成11年度を初年度とする計画である。

みどりの減少が続くなか、さまざまな施策をとおして積極的に緑化の推進をすべ
きである。

計画に基づき新たな緑化施策の体系を構築するとともに、区だけでなく区民を含
めて緑化を推進することになり、みどりの減少傾向が緩和されると予測する。

対象

区をはじめ、区民、事業者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

#DIV/0!

1,8082,996

2

3,446

2

9,706

1,808 1,808

0

9,706

0

3,446

0

1,808

0

2,996

特記事項

広報すぎなみへの掲載号数
平成10年5月21日号
平成10年11月1日号
平成11年5月21日号

7,898

1,808

1,638 1,188 0

1,808

#DIV/0!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

0

0

1,500

1

1,500

1

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

2

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

緑の基本計画を周知することで、区民、事業者、区の各々の役割による地域緑化が推進される。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

緑の基本計画を周知する。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区内の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画を公表す
る。

活動指標名

緑の基本計画書発行部数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 230102土木部公園緑地課みどりの係

みどりの普及啓発 55600

みどりの条例　第5条

「広報すぎなみ」への緑の基本計画関係記事掲載回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



837

コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡

件

千円

人 25.32 25.32 25.32 24.08

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

都市公園法

事業開始年度

事業終期

整理番号区立公園の維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  当初は公園の数も少なく、施設も多くなかった。その後、公園も増え、遊具や
公園施設も整備されたが、これに伴い公園に関する苦情も多くなっている。その
ため、施設の良好な維持管理や安全対策、迅速かつ的確な区民対応を行っていく
ことが以前にも増して重要な課題となっている。

  近隣住民からはゴミの不法投棄、バイクの乗り回し、夜間利用による騒音、
ホームレスなどの不正利用の苦情や樹木の剪定要望が寄せられている。

  少子高齢及び高度情報化社会の進展に伴い、区民の健康志向や地域活動の高ま
りが予測される。そのため、区民の要望も地域に合った特色ある公園施設を求め
てくるものと思われるので、新たな公園管理のあり方についても考えていく必要
がある。

対象

　区立公園と利用者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

1

3,400

699,585768,959

2

778,731

2

830,776

228,842 217,635

0

830,776

0

778,731

0

702,985

0

768,959

特記事項

601,934

228,842

549,889 540,117 485,350

228,842

2

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

470,131470,131

1,206

469,127

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

469,127

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　区立公園の利用者の拡大が図れる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　清潔で安全な公園の提供 区民要望対応件数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  区立公園の施設の維持補修、園地・便所の清掃委託

活動指標名

区立公園面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 262001土木部公園緑地課管理係

公園維持管理 67000

地方自治法第２条第３項第２号

区立公園条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



838

コード

コード

61 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

ヵ所

㎡

千円

人 0.40 21.00 0.40 16.00 0.40 16.00 0.40 16.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

都市公園法

事業開始年度

事業終期

整理番号区立公園事務所の維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  公園事務所開設からの経年の変化により、建物や空調設備等も老朽化が進み、
改修を要する。（蚕糸の森、塚山）

　公園事務所に寄せられる管理内容や接遇等の要望も年々多くなっている。

　公園事務所に寄せられる様々な要望も年々多くなっているので、迅速な対応面
で役割は今後も大きくなるものと考えられる。

対象

  区立蚕糸の森、塚山、井草森公園事務所

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

21,652

2,724

62,233

2,862

64,689

22,762

2,288

65,997

22,517

3,025

81,237

3,615 3,615

65,436

84,262

49,856

68,285

49,856

64,957

49,856

67,551

特記事項

15,211

3,615

14,814 14,080 11,486

3,615

28,087

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

3

3,381

3

3,381

3

3,381

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3

3,381

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

  清潔で安全な公園の提供。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

  規模が大きく、利用者の多い公園に職員を配置すること
で、利用者や近隣住民の要望等に迅速に対応でき、清潔で安
全な公園が保て、利用者の拡大を図ることができる。

施設の健全な維持管理

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  公園事務所施設の保守、維持管理、警備等を行う。井草森
公園自動車駐車場の維持管理。

活動指標名

事務所数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 262001土木部公園緑地課管理係

公園維持管理 67000

区立公園条例

事務所面積

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



839

コード

コード

47 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

回

千円

人 0.40 15.00 0.40 15.00 0.40 15.00 0.40 15.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 262001土木部公園緑地課管理係

杉並児童交通公園維持運営 67200

区立公園条例

杉並児童交通公園の管理運営に関する規則

交通安全教室の開催回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  交通遊具の貸し出し、交通安全教室の開催、施設の維持管
理

活動指標名

自転車・ゴーカート利用者総数

成果指標名

  子供達に遊びながら、交通ルールを教え、交通道徳を体得
してもらう。

交通道徳の体得者

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

  子供達の交通事故からの防止

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

112,683

11 11

109,151

11 11

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

9,396

3,615

10,282 9,777 9,352

3,615

1

3,615 3,615

46,740

59,751

46,740

60,637

46,740

59,707

46,740

60,132

59

59,692

76

60,056

77

60,560

1

77

59,630

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号杉並児童交通公園の維持運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  当初は自分用の自転車を持っている子供も少なかったため、自転車の利用者も
多かった。現在ではゴーカートの利用が多くなっている。全体的に施設の老朽化
が著しく、特に車庫と噴水は早急な改修が望まれる。

  展示してあるＤ５１を整備して欲しい。昼休み時間の自転車の貸し出し。

  都内でも珍しい施設なので、今後も利用者は十分見込まれる。

対象

  施設と利用者（小学生以下の児童と幼児）

根拠法令等

都市公園法

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



840

コード

コード

56 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

回

件

千円

人 0.40 6.00 0.40 6.00 0.40 6.00 0.40 6.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 262001土木部公園緑地課管理係

大田黒公園維持運営 67400

区立公園条例

大田黒公園の管理運営に関する規則

茶室利用回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  ①区立公園唯一の日本庭園として整備し、開放している。
茶室は有料で貸している。②施設の維持管理

活動指標名

入園者数

成果指標名

  ①区立公園唯一の日本庭園、落ち着いた雰囲気の公園を提
供することで、利用者に安らぎを与えている。②景観に配慮
した施設を健全に保つ。

区民要望対応件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

  公園利用者の拡大を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

51,464

144

54,541

221

12

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

11,127

3,615

11,755 11,474 11,552

3,615

1

3,615 3,615

18,696

33,438

18,696

34,066

18,696

33,863

18,696

33,785

341

33,097

471

33,314

358

33,708

1

335

33,528

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号大田黒公園の維持運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  故大田黒元雄氏の旧邸跡地を日本庭園として整備したが、日本庭園の命である
池や流れの水源が地下水の変化などにより、枯渇するおそれがあり、改修を迫ら
れている。

  公園利用者には好評である。苦情としては、秋の大量に発生する落ち葉の処理
と高木の剪定をもっとサイクルを早めて欲しい。

  今後も利用者は増えてくるものと考えられる。記念館については、現在一般利
用者には開放していないので、開放の要望は強くなってくると考えられる。

対象

  施設と利用者

根拠法令等

都市公園法

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



841

コード

コード

46 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

㎡

件

千円

人 2.43 2.43 2.43 2.36

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

先行取得用地の活用と管理について

事業開始年度

事業終期

整理番号遊び場の維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  公園整備が急がれていた昭和４６年頃は公共緑地が少なく、民間所有地の活用
が多かったが現在では所有者の相続等により、土地の返還を求められるケースが
多くなっている。また、現存の遊び場も本格整備が行なわれないまま老朽化が進
んでいる。

  狭く小さな遊び場に対する近隣からの騒音、除草等の苦情が多い。また、廃園
の際には、身近なあそび場がなくなることを懸念する意見が出され、公園化を求
められている。

  地主の相続等による返還請求が出され、遊び場の数が減少するものと考えられ
る。

対象

　区立の遊び場と利用者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

2

35,10855,245

3

51,240

4

46,383

21,962 21,330

0

46,383

0

51,240

0

35,108

0

55,245

特記事項

24,421

21,962

29,278 33,283 13,778

21,962

3

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

14,93315,131

47

16,264

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

16,264

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

  公園の少ない地域に遊び場を提供することで、区民に区立公園と同様のサービスを提供することができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

  適正な維持管理を行い、開放する。 区民要望対応件数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  先行取得用地、企業の余裕地、地主の好意による提供用地
を活用し、一時遊び場として開放し、その維持補修、維持管
理、清掃等の委託を行っている。

活動指標名

遊び場面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 262001土木部公園緑地課管理係

遊び場対策 67600

遊び場等の設置及び管理に関する要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



843

コード

コード

28 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

所

件

千円

人 1.33 1.33 1.33 1.31

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 262001土木部公園緑地課管理係

公衆便所維持管理 68800

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第５条第５号

区公衆便所条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  区内の道路上、公園内、駅前など１６ヶ所に公衆便所を設
置して、利用に供し、施設の補修や清掃を行っている。

活動指標名

公衆便所数

成果指標名

  区内に公衆便所を設置することにより、清潔な環境を保
つ。

区民要望件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

  まちの環境美化

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

16 17 16

15

17

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

21,005

12,021

20,321 20,014 17,753

12,021

2,064

12,021 11,840

0

33,026

0

32,342

0

29,593

0

32,035

33,026 32,035

1,902

32,342

2,002 1,741

29,593

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号公衆便所の維持管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  公衆便所は昭和４９年までに開設されている。それ以降は公園の増加とともに
公園便所の設置が進み、公衆便所については設置していない。障害者がその活動
範囲を広げるためにも誰でも使える公衆便所を望む声が多い。

  公衆便所の新規設置を望む声は多い。どの公園、公衆便所にもトイレットペー
パーを常置して欲しい。もっときれいな公衆便所にして欲しい。障害者が使える
公衆便所を作って欲しい。

  公衆便所の新規設置は適地の確保が困難なのでむずかしいと考えられる。ま
た、高齢社会の進展やバリアフリーの浸透に伴い、洋式化や障害者が使える公衆
便所についての要望が、今後増えてくるものと考えられる。

対象

  公衆便所と利用者

根拠法令等

地方自治法第２条第３項第６号

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



842

コード

コード

45 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

15 年度

㎡

㎡

千円

人 1.15 4.00 4.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

都市公園法

事業開始年度

事業終期

整理番号松庵わかくさ公園の整備

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

少子高齢化に伴い、児童主体の公園から幅広い年代への変化、健康志向や地域活
動の高まりのなかで活動の場が求められている。

子供からお年寄りまで、自由に利用できる公園にして欲しい。

「みどりの基本計画」におけるまちかど公園は、区民にとって地域コミュニ
ティーの場となるもっとも身近な公園として必要になる。

対象

当該公園を利用する区民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0

0

150,000

108,358

416

150,000

108,616

415

28,557

36,152 0

0

28,557

0

258,616

0

0

0

258,358

特記事項

活動指標①
１１年度累計　470,130.58㎡

18,163

10,394

222,464 222,206 0

36,152

15

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

1,514622622

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,939

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

生活環境の向上や安全なまちづくりに貢献している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

児童及び幼児をはじめとした、区民の心身の健全な発達のた
めの生活環境を確保する。

人口一人当りの区立公園面積

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

平成１１年度中に、用地取得、設計、整備までを行う。
開設年月日　平成12年3月27日開設

活動指標名

区立公園整備面積

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 262004公園緑地課建設係

幼年公園新設 68200

地方自治法第２８１条

杉並区立公園条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

27 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

15 年度

棟

千円

人 0.75 4.00 4.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 262004公園緑地課建設係

公衆便所改築 69000

杉並区公衆便所条例

福祉のまちづくり区市町村モデル地区整備事業実施要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

平成 9年度　区民参加（ワークショップ）による計画づくり
平成10年度　実施設計
平成11年度　改築工事　平成12年4月1日供用開始

活動指標名

改築工事棟数

成果指標名

福祉のまちづくりという視点から、清潔で安全な、誰でも使
いやすい公衆便所に改築し、利用者の拡大を図る。

特定時間帯における公衆便所の利用者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者・障害者等の行動半径が広がり、公衆便所の利用者が増える。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1 1 1

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

活動指標①
１１年度累計　　　１５棟

745

6,779

32,050 31,674 0

36,152

7,524

36,152 0

0

7,524

0

68,202

0

0

0

67,826

350

7,174

15,812

52,014

68,202

16,000

52,202

67,826

0

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号阿佐ヶ谷駅南口公衆便所の改築

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

福祉のまちづくりの施設基準により、高齢者及び障害者等から誰でも使いやすい
トイレの設置要望が増加している。

車椅子の人が使えるトイレを造って欲しい。
身障者用のトイレの不正使用（ホームレスの居住等）を無くして欲しい。
清潔できれいなトイレを造って欲しい。

バリアフリー法の施行により、区内の要所に誰でも利用できるトイレが必要にな
る。

対象

区民及び不特定多数の通行人

根拠法令等

地方自治法第２８１条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業


